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心 の 糧

副 管 長 Ｎ． エ ル ドン タナ ー

身的な若い宣教師と，その両親の奉仕こそ愛の奉仕である。 これらの人たち献

はいかなる報酬を求めることもな く，己れを忘れてただ神と同胞につかえん

と数々の犠牲を払っている。

今日の世界の争いと核戦争の脅威は明日に目をそむけさせる。 しか し，世の人々

がこの福音を受け入れるならば，地上に平和が満ちるであろう。各人の自由意志と

生命を脅かすこの世の戦いは，天上の戦いの継続である。天においてサタンは，神

が人間に与えたもうた最大の賜である自由意志を奪い去ることを決あたのである。
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今 月 の 表 紙

「わ た しに は ま た
， こ の囲 い

に い な い他 の羊 が あ る。 わ た し

は彼 らを導 か ね ば な らない。 彼

ら もわ た しの声 に聞 き従 うで あ

ろ う。 そ して ， つ い に一 つ の 群

れ ， ひ と りの羊 飼 と な るで あ ろ

う。」 （ヨハ ネ１０：１６） 今 月 の 表

紙 は ジ ョン ・ス コ ッ トの 「ア メ

リカ に お け る復 活 され た キ リス

ト」 の絵 の一 部 分 で あ る。 この

絵 は， キ リス トが 「他 の 羊」 す

な わ ち ア メ リカ大 陸 の ニ ー フ ァ

イ人 と レー マ ン人 に教 え を 宣 べ

て い る様 子 を 描 い た も の で あ

る。



す べ て の 家 庭 に

大 管長 デ ビ ド ０． マ ッ ケ イ

国で は冬 の さ なか に， 南 国 で は夏 の恵 み の 中 に訪 れ る ク リス マ ス は， 」 年 中 で

北
最 も しあ わせ な季 節 で あ る。

木 の 芽 が 一 斉 に芽 を 吹 き， 豊 か な生 命 を色 と り ど りに あ らわす 春 は， 新 しい 希 望 を

吹 き込 み ， しあ わ せ な 日々 を約 束 して くれ る。 夏 は けん らん た る美 しさを もって 一 年

を 飾 り，人 々 に 楽 しみ を もた らす 。 た わ わ に実 る穀 物 と果 実 の秋 は， 山々 を 鮮 や か に

色 ど り， 自然 の 恵 み に対 す る感 謝 の思 い で満 た して くれ る。 しか し日 は短 か くな って

憂 いを帯 び ， 冷 た い空 気 が冬 の き ざ しを知 らせ る。 冬 は収 獲 の畑 に静 け さ と 山 あい に

寂 しさを もた らす。

四季 は そ れ ぞ れ特 有 の楽 しみ， 喜 び， す ば ら しさ を持 って お り， い ろい ろな 人 々 や

国 々 に よ り， さま ざ ま に喜 び 迎 え られ て い る。 各 季 節 には 数 々 の 誕 生 日や休 日が あ り

人 々 は め い あ い趣 きの あ る喜 び の記 念 日や 祝 日を も う けて い るが ， ク リス マ ス に は，

世 界 中 い た る所 に賛 美 と喜 び が 満 ち あふ れ る。

最 初 の ク リス マ ス の話 ， この世 で 最 も偉 大 な 物 語 ， 救 い 主 の 誕生 に つ い て は， 聖 書

の 中 に， 特 にル カ伝 の中 に美 し く記 され て い る。

さ て， この地 方 で羊 飼 た ちが 夜 ， 野 宿 しな が ら羊 の群 の 番 を して い た。 す る と主

の御 使 が 現 れ ， 主 の栄 光 が 彼 らを め ぐり照 した の で， 彼 らは非 常 に恐 れ た。 御 使 は

言 っ た， 「恐 れ る な。 見 よ， す べ て の民 に与 え られ る大 き な喜 び を， あ な たが た に

伝 え る。 き ょうダ ビデ の 町 に， あ な た が た の た め に救 い主 が お生 れ にな った。 この

か た こそ主 な るキ リス トで あ る。 … … す る とた ち ま ち， おび ただ しい 天 の 軍 勢 が現

れ ， 御 使 と一 緒 に な っ て神 を さ ん び して 言 っ た。 『い と高 き と こ ろで は， 神 に栄 光

が あ るよ うに， 地 の上 で は， み心 にか な う人 々 に平 和 が あ る よ う に」。 （ル カ ２ ：８

１１， １３～ １４）

聖なる予言によって，ベツレヘムにお生れになった神の御子の誕生を記念 して，一

日が他と区別 して定められたということは，なんとすばらしいことであろうか。 この

予言は， ヨセブとマリアが税を納めにベツレヘムへ行かねばならないというローマの

布告により成就されることになった。彼 らがナザレから旅をしてそこへ着いた時，旅

館には部屋がなく，隊商の宿に行かねばならなかった。それは我々が想像するような

馬小屋ではな く，動物をつないでおく石灰岩の洞窟であった。神の御子，人類の救い

主は最 も貧 しい環境の中でお生れになったのである。

かいばおけの中でお生れになったイユスは，神，創造主なる御父の王子 としてのあ

らゆる力を受けついでおられた。イエスはわずかに三年間 しか人々に仕えなかったが

イエスが地上で最 も偉大なお方であり，単なる一人の完全な紳士ではなかったと人は

いうのである。イエスは，世の人々が普通に偉大であると思うようなことは何一っし

なかった。イエスは発見者でも発明家で もなかった。イエスは律法学者ではなかった

が，律法学者を打 ち負かされた。

イエスは作家ではなかった。高慢で尊大なパ リサイ人によってイエスの前に引き出

されたかわいそ努 な女を助けるために，砂の上に指で書かれたことを除いて，イエス
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がお書きになったという記録は何一つ存在 していないし，ま う何にもまして大切な質問の中に含まれている。今や平和の

た知っている人 もいないのである。 ために戦っているいわゆる文明国がこの質問に答え， しか も

人の栄誉 とい う点で もイエスが偉大であったということは 正 しく答えなければならない，いまだかつてなかったような

できない。 しか し，人格においては最 も卓越 しておられた。 時なのである。

世界に平和を確立する責任は国家の指導者にのみあるのでは 復活なさった主，イエス ・キ リス トなしで世界は存続 しえ

ない。それはすべての個人，すべての家庭，すべての市町村 ない。 クリスマスの真の精神はキリス トの精神である。

にかかる責任である。 我々，キリス トの教会員，キリス トによる兄弟，姉妹は，

キリス トの実在を，あなたも私 も感 じなければならない。 キ リス トをこの世の最 も偉大な人としてだけではなく，さら

もし我々が霊的に進歩 したければ，キリス トの教理を，私の に人類の贈い主 として常に受け入れているのである。

ものであると同時にあなたのものとしなければな・らない。 だ １死す♂『き．肉体濾 ナダム■により我々．に’もたらされた。御 ま自ド

もしそれ らを感 じる・とができさえすれば 霊的雛 歩の １ら・の死すべ猷 態腿 びと・たのである・それ縫 歩の第

過程には・確かに腰 で湖 らかな段階がいくつか存在する ／、渉 であ？ち …一……．．一．一一 一 一～ ／

兜 ＿＿ ＿ ＿ ＿ 一 ． 評 アダ云は・襯 §お与えにな・翻 である選択の舳 により

翻 繕 た藩灘 原則響 蕎難 篇謀 鎌 駕鰻 ｌｌ磁 １ご鷺 畷

〔諜 く繍 罐 匙 鍵嬉 鎚 集雌 羅 簾 繋 鱗 要１二繕欝爆
己の精神撫はキー な・。たよう一 １緬 誌 擁 識 毒熱 搬 ご

１闘 ち脇 征服しなけれ餉 上する１まずがない・ １また今 日の人々もその同じ御性質を知 り得ることを，私は心
３．責任感 この点で もキ リス トはその模範であり，他人 ！から証 し申しあげる。

に仕えるために御自身の安 らぎと必要なものを犠牲になさ 世の多くの人々が救い主イエス ・キリス トを受け入れるた

った。 めに，我々が役立っことができるよう，神がこのクリスマス

４．御意に対する従順 人間が霊的に達成する最 も高いも に我々を助けたまわんことを／また終 りに，あなたがた一人

のは，神に栄光を帰すべ く同胞のために言動をすることで 一人の上に楽 しい喜びのクリスマスと幸多い新年が来たらん

１ある。 このようにして，人生を に捧げるのである ことを，また教会の歴史上最 もよきクリスマスとならんこと　 　 へ　

今 日， 国 々 打 は 「汝 は キ リス トを何 と思 うか 」 と い を， へ り くだ り主 の御 名 に よ って 祈 る次 第 で あ る。

ク リスマ ス の準 備

はで きて い ます か

十二使徒評議員 ハ ロル ド Ｂ． リー長 老

４０年近 く前 にな りますが， 私 は昔 のパ イオニ アス

テ ーキ部 長 に召 され た時 か ら， 充実 した実 り多 い生

活 を して き ま した。 今 日の標準 か ら して も大 きなス

テ ーキ部 で，１１の ワー ド部 と７，５００人 近 くの会 員 を擁

してい ま した。 ソル トレー ク市 の南 に位 置 し， 当時

人 々の生 活 は経済 危機 に襲 われ．苦 難 の時代 で した。

私 が ス テー キ部 長会 に入 って最 初 の ク リスマ スだ

った と思 い ますが， 幼 な い娘 達 は朝起 きて 大急 ぎで

プ レゼ ン トを開 くと，新 しい人形 等 を近所 の友達 に

見せ て 回 りま した。

間 もな く，娘 達 は 目にい っぱい涙 を うかべ て帰 っ

て きま した。

「一 体 どう した の」 と私 達 が尋 ね ます と
，泣 き じ

ゃ くりなが ら， 「お友 達 には， ク リスマス プ レゼ ン

トが ない の よ。 サ ンタク ロースは お友 達 の家へ 行 か

なか ったの か しら」 と答 え ま した。

向い の家 は，子 供達 が教 会員 で，母親 は余 り活 発

で な く， 父親 が教 会員 で ない こ とに気 づ いた時 はす

で に遅 す ぎま した。 父 親 は失 業 して いた のです。 私

達 は それをす っか り忘 れて い ま した。私 達 の ク リス

４７４
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マス は台 な しにな って しまい ま した。

私 達 の考 えの な さをつ ぐな お うと， 娘達 を その家

へ や って プ レゼ ン トを分 け させ よ う と しま したが，

遅 す ぎま した。 おい しいはず の ク リスマ スの夕食 も

あ ま りおい しい もので はあ りませ ん で した。 私 は そ

の時， ステ ーキ部 の人 々の福 祉が私 の双肩 にか か っ

て い る ことに気 づ きま した。

私達 は調 査 を始 め ま した。 そ して，．ス テー キ部 の

全会 員あ うち ４，８００人が完 全 に また は一 部他 人 に頼

って生 活 して い る， つ ま り戸主 に安定 した職 のな い

こ とが分 り， 驚 きま した。

その頃， 政府 は失業 対策 事業 を行 な って い なか っ

た ので， 自分 しか頼 りにな りませ んで した。教 会 の

資 金 は減 少 の一途 をた ど って い ま した。教 会本 部 の

資 金 から の援 助 は期待 で きな い ことを通知 され て い

ま した。 そ して， この よ うな逼迫 した状態 の まま，

翌 年 の ク リスマス シーズ ンを間近 に迎 え るこ とにな

りま した。 １，０００人以上 の１０歳以 下 の子供達 が路 頭

に さまよ ってい ま した。 ク リスマ スど ころで はあ り

ませ んで した。

私 達 は ク リスマ スの準 備 に と りか か りま した。 ピ

アポ ン ド街 の古 い店 の ２階 が空 いて い るの を見つ け

そ こに， こわれて い る もの もい くつ かあ りま したが

お もち ゃを集 め， ク リス マスの １カ月 か ２カ月前 か

ら両 親達 が そ こへ 集 ま りま した。 あ る人 は早 く来 た

り， 遅 くまで残 って， 自分 の子供 の ために何 か特別

なプ レゼ ン トを作 って い ま した。

それ こそ ク リスマ スの精神 で した。 だれ もが その

店 の ドアを開 けて， ２階 の仕事 場 を見 ，．それ を感 じ

ず １とは い られ ない もので した。 私達 は子供 達 が皆 ク

リスマ スを迎 え られ る ことを 目差 して いま した。 何

の援助 もな く， ク リス マスを迎 え られな い ４，８００の

家 庭 に， ク リスマ スを贈 らな けれ ばな りませ んで し

た。木 の実， お菓 子， み かん，焼 き肉な どが ク リス

マ スの メニ ューで した。

私 は当時市 の委員 を してい ま した。 その年 ク リス

マ スの前 日は大雪 で した。 私 は一 晩 中仕事 の仲 間 と

通 りの雪 か きを しま した。 そのた めにだれ かが仕 事

上 で し くじった ら，私 の責任 だ とい うこ とを知 って

はい ま したが， それ が終 る と， 朝 事務所 へ 行 くた め

着 が えに家 へ帰 りま した。

町ぺ 戻 る途 中， 道端 で小 さな 子供 が車 を とめよ う

と して い るのに 出会 いま した。 その子供 は寒 い中で

外 套 も着 ず， 手袋 もな く， 長 ぐつ もはかな いで立 つ

て い ま した。私 が車 を止 め ると， よ じ登 るよ うに し

て隣 りに座 りま した。

「もう ク リスマ スの用意 はで きた のかい」 と尋 ね ま

す と；

「ええゴ うち には ク リスマ スなん かな い よ。 父 ち

ゃん は，母 ち ゃん と僕 と小 さな弟 と妹 を の こ して，

三 カ月 前 に死 ん じま つた よ」

１０歳 に もな らな い子供 を ３人 も残 して で す。

「ど こへ 行 くの
， ぼ うや」

「ただで や つて い る映画 を見 に行 くんだ よ」

車 の温 度 をあ げなが ら気 に な つて， 「きみ の名前

と住 んで い る所 を教 えて くれ るか い」と言 い ま した 。

しば ら く話 して い ると， そ の子供 の家族 は教 会員

でな い こ とがわ か りま した。

「だ れか が きみの家 へ行 くか ら
，忘 れ ち ゃいけ な

いよ。 さあ， き ょうは ク リス マス ・イ ヴだ。 良 い 日

にな るよ」

そ の夜，私 は各 ワー ド部 の監 督 に各 家族 を訪 問 し

て， 援助 を受 けて い るか ど うか見 て来 て しらせて 欲

しい と頼 み ま した。

最 後 の監督 が報告 に来 るまで の間，悲 惨 だ った あ

る ことを思 い出 しま した。 教会 の責 任 に追 われて い

て，車 に乗 せ た少年 との約束 を忘 れて いた ので した 。

最 後 の監 督 が報告 に来 た時， こう頼 み ま した。

「時 間が あ った ら
， も う一 家族 訪 問 して くれ ませ ん

か」

’「ええ
， い いです と も」 と彼 は答 え ま した。

私 は事 の い きさつ を話 し，住 所 を教 え ま した。

しば ら くして， その監督 か ら電話 が あ り，少 年 の

家 族 もぎ っ しり詰 った籠 を受 け取 った と言 って き ま

した。 や っと， ク リス マス ・イ ヴが 終 り，、私 も床 に

入 りま した。 ．．

ク リスマズ の朝 起 きた時， 心 の 中に思 い ま したδ・

「神 は私 が決 して年月 を無 黙 に過 さない ことを知 っ

て お られ る。 私 は指導 者 と して人 々の こ とや必 要 と

して い るこ とを心 か ら知 ろ う。 私 の指 導 を最 も必要

と して い る人 に心 を向 け よ う。 」

私 は人 々の こ とを よ く知 らな か ったので， ステ ー

キ部 長 と して一 年 目は， 私 の不注 意が苦 しみ を生 ん

で い ま した。 けれ ども，私 は今 ， 回 りにい る人 々の

必要 と して い るものを見逃 す よ うな ことを繰返 しは

しな くな りま したＱ
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われるか もしれませんが，未亡人 となってか ら知ったことは

萩 が 受 けた 大 きな祝 福 の 一 つ な の で す。 卜 ’

父親が亡 くなった時，ボビーは９ケ月，そしてパティは４

歳で した。ですか ら２人には，あま りショックはありません

でしたが， ６歳のゴー ドンは傷つきやすい年頃でした。彼は

泣けないために，かんしゃくを起こした り，すねたりふ くれ

たり，勉強をしなかったり，いろいろと感情的に爆発させて

いました。私には，ゴー ドンが苦 しんでいることがわかるの

ですが， どうしてやることもできませんでした。

寝 る時になるとゴードンはお祈 りをす るのがつ らいようで

した。彼はお祈 りを しようとするのですが，そのうち泣いて

きちがいのようになるのです。 （私 にはそのように思えまし

た。）そして， ゴードンの そんな態度を見ていると，私は疲

れて怒 り出し，イライラして しまうのでした。私 は部屋から

でて行 き，泣いたままにしておきました。私が彼を抱いたり

接吻してあげようとすると，たいてい取組み合いのけんかに

なりました。

ゴードンは，妹がきらいだから，死んだらいいと思ってい

るとまで言いました。 これはさらに問題を起 こしました。そ

れは，．ゴー ドンがパティをきらっているということを，パテ

ィに感 じさせたことです。彼が死にたいと言 った時には，私

はびっくりして しまいました。私が何かで しかると，ゴード

ンは 「僕を殺 して しま・ったらいい じゃないか」と言 い ま し

た。彼は極端なことをやるようになっていました。何度 も，【

わざと学校で問題を起 こしたり，私を困 らせたりしました。

そうすれば彼は罰せ られるし，自分に注意を払って もらえる

と思ったので した。私の心は気 も狂わんばか りに傷つけられ

ました。私 は心理的にまいってしまい，後になるまでこの状

況を説明 したり，解決することはできませんで した。

しか しこれを通 して，私は母親としての責任 に気がつきま

した。世の多くの母親はその責任を認識 していると思うので

これを聞いたら妙に思われるかもしれませんね。私 も認識 し

ているつもりでいました。 しかし私の生活が子供を中心にし

て回わ り始めてか ら，私はかつてないほど，子供と「緒に過

ごすことの重要性を感 じました。子供の問題に関心を持ち，

話を聞いてや り，いろいろなことを教え，子供 との交わりを

深める方法を学ぶことの大切さがわかりました。

私は常に教会で活発でした。私たちのワー ド部は小さくて

すべての人の手を必要 としていました。主人が亡 くなった時

には，私は ６つの責任を持 っていました。さらに，屋根を修
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理 したり，パイプを取りつけたりというような家庭の仕事 も

ふえて，急に私はへなへなと何かに押 し負かされそうになっ

ていました。いつも子供たちが私を必要としていま した。パ

ティは私と遊びたが り，ゴー ドンは私がいつ もそばにいて理

解 して くれることを望み１ボビーは私に抱きついてきて，私

は息をつ く間もないほどでした。私はいつも忍耐力に欠け，

いつ も何か しらレッスンを準備するのに大わらわでした。私

はイライラし始め，子供たちに当り散 らしました。

私は教会の仕事を愛 していましたが，子供たちのことも愛

していました。私は，子供たちを感情的にも，精神的にもほ

ったらかしにしていたことに気がつきました。 そしてそんな

にも大切だと思 っていた教会の活動に，ついていけないこと

を知 りました。 もっと子供のために必要な時間を作っであげ

られるのにと思いました。私には両方はできません。で も，

どの責任をやめることができるでしょうか。責任をやめるこ

とは，息をするのをやめるようなものです。私は，召しを受

けた時には，仕事を受ける責任というものを感 じて い ま し

た。 どちらかに決めるのはむつか しいことで した。

私は自暴自棄になって，一人言を言 いました。 「私 には教

会の仕事をしたり，子供を正 しく育てたりはできないわ。で

も，頼まれたことはやらなければならないし，どうすればい

いのか しら。」その時 自分が 大きな声で言っていたのを覚え

ています。答えを期待 していたわけではないのに，その時，

確かに 「仕事をやめなさい。全部ではなく，そのうちのいく

つかをやめなさい」という答えが返ってきました。 この答え

によって私は，主が家族を教会のために犠牲 にすることを望

んでおられないことがわか りました。 もし私が子供をおろそ

かにしたら，それは神様をおろそかにすることなのです。

こう決心すると，私は子供たちに， もっと一緒に過ごす時

間を作 るために，教会の責任のうち３つやめると言 い ま し

た。子供たちの示 した反応に，私は驚ろきました。 「じゃあ

私と一緒に紙のお人形 さんでお遊びできるのね」 とパティが

大きな声をあげました。ゴー ドンはニヤッと笑 っただけでし

た。ポピーは小さすぎてわか らないのですが，何かを感 じと

ったらしく， カウボーイのような格好を して飛びかかってき

ました。

私は一 日中，昼 も夜 も，子供を教育するための助けを祈 り

ました。父ｉ親の死によって生 じた感情的な苦 しみ悩みに子供

が打ち勝つように，もっと深い家族の結びつきをつくること

ができるように，子供 の生活に福音を本当の意味で生かす こ

とができるようにと，．祈 りました。私にはやることが多すぎ

てどうやってどこか らこれを始め，どうしたらよいのかわか

、
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りま せ ん で した。 そ の 時， 教 会 は私 に 「家 庭 の夕 べ 」 の テ キ

ス トを 教 えて くれ ま した。 そ れ は， 私 の祈 りに対 す る答 え で

した 。

家 庭 の夕 べ とは ，何 と楽 しい こ とで し ょ う。 レ ッス ンを し

フ ラ ン ネル ・ボ ー ドを作 って話 を し， 歌 を歌 い子 供 も一入 つ

つ 何 らか の形 で 参 加 す るの です 。 パ テ ィが ふ ざ けて 言 うよ う

に， 最 後 に ポ ップ コ ー ンが で な か った ら大 失 敗 に終 わ る ので

す 。

私 は一 つ だ け に片寄 らな い よ うに 努 力 して き ま した。 ゲ ー

ムや ， あや つ り人 形 の 劇 ， た の しい リ フ レ ッ シ ュメ ン ト， 遠

足 ， 家 庭 で の映 画 会 ， 漫 画 な どは， ま じあ な レ ッス ン と同 じ

様 に大 切 な もので す 。

しか し， 時 々絶 望 的 に もな りま した。 これ らの こ とを して

も， 子 供 を少 し も天 使 の よ う に は しな い もの だ とい う ことが

わか りま した。 子 供 た ち は まだ 小 さい し，伸 び ざ か りな の で

す。 ポ ピー の ミル クが 猫 の お皿 に入 って い た り， 風 呂場 の鏡

に ハ ミガ キ粉 で堂 々 と ら くが き して あ った り， パ テ ィの洋 服

が洋 服 だ んす の中 で は な く後 に詰 め こま れ て い た り， ゴー ド

ンの サ ン ドイ ッチ の パ ンが ドア の後 に見 事 に は さま って い た

り， ビス ケ ッ トが 枕 の下 でつ ぶ れ て いた り， 学 校 の 本 や 宿題

が 犬 小屋 の後 に あ っ・た り， うそ をつ い た り， 口 こ たえ を した

り こ うい う こ とが た くさ ん あ る の です 。．子供 た ち は， わ ん ぱ

く盛 りなの で す。

私 を もっ と もイ ライ ラ させ た 問題 の一 つ は， 家 庭 の夕 べ の

レ ッス ンで 解 決 で きま した。 何 か い たず らを見 つ け る と，・私

は こ う言 い ます。 「ゴ ー ドン， あ なた が した の 」「ちが うよ」

「パ テ ィか し ら」 「い い え 」 「ボ ビー， あ な たか し らコ 「ち

が うよ」 明 らか に ３人 の う ちの 誰 か が うそ を つ い て い る の で

す 。 こ うな る と， か な り絶 望 的 の よ うで す。 家 庭 の夕 べ の レ

ッス ン で は， 両 親 が 子 供 を 正 直 に させ る方法 は， 誰 か が 間違

っ た時 に， そ の人 は 自分 の誤 りに気 が つ か な け れ ば な らな い

とい う こ とを悟 らせ る こ とだ と言 って い ま す。 この レ ッス ン

を学 ん だ時 ， 私 は こ う思 い ま した 。 「この レ ッス ンは私 の役

に立 ち そ う もな い わ。 大 人 の助 け に は な るで し よ うが， 子 供

に は役 に立 た な い わ 。」

あ る時， 私 は油 絵 を仕 上 げ ま した。 とて もよ くで きた の で

す。 お店 へ 買物 に で か け る前 に， それ を ピ ア ノ の上 に置 い て

行 きま した。 戻 って 来 て ， 絵 の中 央 右 側 に大 き な手 の跡 を 見

つ けま した。 そ こで， 私 は前 の よ うに質 問 壷 しま レた 。前 ρ

よ うな答 え が返 って くる もの と思 って い ま した。

「パ テ ィ」 「お母 さん， 私 じゃ な いわ 」

「ボ ビ ー
， あ な た 」 「ちが うよ」 　 』： ”

「ゴー ドン，あなたが したの」しば らく，何の答えもあり

ませんでしたσ 「ゴー ドン」

「はい」静かな答 えがありました。
「あなたが したのね」私 は驚きました。

再び 「はい」とい う返事が返ってきたか らです。それに，

ゴー ドンは柱のところへ行って，自分の手をふいた箇所を見

せました。 ・

「どうして自分がやったと認めたの」

彼は肩をす くめて言いました。 「お母さんが して くれたレ
「ッスンを思い出したか らだよ

」これはよい方向にむかって，

踏み出したのでした。

家庭の夕べのレッスンによって，家族の一人一人が家庭に

とって大切な人であり，それぞれの才能によって他 の人 に恩

恵をおよぼしていることを理解 したのです。子供は時々自分

があまり大切な人ではなく，両親はちっとも自分をかまって

くれないと思いがちであることを私は知 りました。

このレッスンを準備するに当って，私は子供たちの持つ才

能 について老えました。 自分が子供に対 して，消極的な考え

しか持っていないのに驚 きました。そこで私は，一番上のゴ

ー ドンが，物を修理するのが好きなことを思い出しました。

突然，いい考えが浮かび ました。私は台所のリノリュームの

敷物のふちに細長い金属板をつけたいと思 っていたので，ゴ

ー ドンが学校に行っている間に，ねじがまがらないで入 るよ

うに穴をあけました。それか らゴー ドンに，金属板を置いて

ねじをしめて欲 しいとたのみました。私はできないふりをし

ていました。彼は自信を持ってそれをや りとげました。私は

．このことをレッスンの時に，彼の才能を具体的に示すものと

して紹介 しました。彼は，家族の前で，自分が本当に大切な

人であることを知 りました。 レッスンによって，ゴー ドンは

前 と違 らた新 しいことを考えるようになりました。物を取 り

っけることが楽 しそうでした。今や，彼はレッスンに示され

る原則を通して，他人に奉仕 し，．他人を幸福にするたら６に自
リ ド

分の才能が与えられていることを知 りました。私は考えを実

行していきました。パディとボビーの才能 も教えました。
’ ある日

，私は近所の人々に，少 し質問をしてみました。

「あなたの人生に影響を与えた，楽 しい思し・出は なん で す

か」

ス ミス氏はため息をつき，昔をなつかしむように笑って言

いました。 「愛する家族と共に夕飯を囲んだことを思い出し

ますよ。それは，私たち一人一人が大切な人であり，必要な

んだと教えて くれましたよ。母の手造 りのパン，はちみつの

お菓子をひっぱりっこしたこと，ポ ップコーンを作 ったこと
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なつか しい歌を歌ったこと，アイスクリームを作 らたことな

ど決 して忘れない思い出ですなあ。」

２人で共同生活を している姉妹たちは楽しそうに語うてく

れました。 「学校か ら帰って，焼 きたてのケーキのにおいを

か ぐことほどすばらしいことはなかったわ。家庭はいつも活
ヘビ の

動の中心で，集いの場所でしたからね。クリ』スマスには家族

で木にポップコーンを結んだり，寒い中をハイキ ング した

り，家をかざるヤドリギや果実を取 りに森へ出かけたりしま

した」

単純な習慣です牟， これ炉真の家庭を築 く上に助けとなる

のです。・家族の活動が家族を一つ１とまとめ，心にのこる思し’、

出をつ くるのではないかと考え，私 も子供のために思い出を

作 ってあげようと思いました。

今や私のなナベきことがはっきりとしました。それには時

間とエネルギーを必要≧しますが，とにか く子供の助けがで

き， 自分 も家族 としての一体感を得て，強い信仰を築き，祈

りの重要性 と祈 りから得 られる大きな祝福を学ぷことができ

るのだと思いました。高い理想に向って努力する蔦とによっ

て，互いに手本を示 し合いなが ら教えることがで き る の で

す。

これを私一入ですることは，なまやさしいことではありま

せんでした。多 くのことを しなければならない し，多くのこ

とに気をつけぢければなりません。家庭の夕べをするにはあ

まりに疲れていることが，よくありま した。それでも私は，

家庭の夕べを開かなければならないのです。だんだんと成果 ．
が見えてきたか らです。

ゴー ドンと私は，話’し合いができるようになりま した。す

ばらしいことです。時々彼は私に腕をまわ．してきました。そ

れに，私がおやすみなさいのあいさつをして も大丈夫になり

ました。他の人には，前のことを知 らなければきっと分ちな

いと思います。・さらに，ゴー ドンはかんしゃくを起こしたり

前のように妹をいじめたりしなくなりました。バ レンタィン

デーには，ゴ」 ドンはパティに手紙を書 きました６

「可愛いいパティへ
。ぼくは本当に君のことが好きだよ。

でもぼくは男の子なんだ。男の子はこんなことを言うときは

まごつくものなんだよ。ゴー ドンか ら愛をこめて」

パティには，ゴー ドンの態度が変わってきたことがわかり

ました。 「見て，お兄さんは私のことを本当に愛 して．くれて

いるのよ。」きっと彼女はウ ィンクしながら こう言 うこ’とで

しょう。 ．

家庭の夕べが私たちにとって身近かなものになって来たの

で，ゴー・ドンはとうとう， 自分が祈 ろうとする時にいつも困

まっていることを，素直に言いました。 「ぼ くのお祈 りは天

４７８

、

国に行 くんだ。天国はお父さんが住んでいる所だね。それを

老えるとぼくはお祈 りをする時に，悲 しくて言えな くなるん

だ。」’私はいつ も明るくふるまって来たので，彼は悲しいの

は自分だけだと思 っていたのです。悲 しみに耐え，それを理

解するのは，彼にとって重荷であることは１私 にもよくわか

りましたｑそこで私は寝る時に，わざと父の死という問題を

持ちだしました。（前にはこの問題を避けていました。） ゴー

ドンに，それについて話 したいかどうか，また何か質問があ

るかどうか聞いてみました。そして私 も彼のように悲しみを

感 じていることがわかると，私たちの間にはもっと深い心の

つなが りが生まれました６これは，家庭の夕べと計画 した活

動と，共に楽 しく過ごしたことがなければ，決 して得 られな

い・ものだと思います。

一理解と交わりを深めた結果
，私はなぜゴードンがわざと自

分を罰せ られるような立場に置いたか，また感情を爆発させ

たかがわか りました。彼は父を恋 しがり，あまりに父の傍に

いたいという気持が強いため，ひどくぶたれたり，極度に肉

体的な苦痛を身に受けることが，自殺 （あるいは死）に至る
一番手近な方法だと老えていたのです６そして

，死 こそは，

彼の父がいるところだと考えたのです。

子供 との関係をよいものにするため努力を始めてか ら，多

くの問題が解決されました。その中でもゴー ドンの成績があ

がったことがあります。子供たちはそれぞれ自分の心の中に

母親である私が子供を愛 し，また天のお父様が彼 らを愛 して

いることを理解 しているのです。彼 らの一人一人に，他人に

とってまた家族にとって大切な人であるという自覚が生まれ

てきました。私は家庭の夕べのようなすば らしい計画に感謝

しています。 しかし，ゴー ドンに関する問題は，２～ ３回の

家庭の夕べできれいに解決 したわけではありません。約 ３年

間かか りま一した。

一一週間に一度の特別な夕べは，子供の生活に大きな影響を

与えるすばらしい思い出となることで しょう。いつか子供た

ちの孫が，子供 たちの幼い頃の思い出を聞いた時に，たぶん

彼 らが遠 く眺めるような目つきで 「私はよ く家庭の夕べにつ

いて思い出 しますよ。私の家には，親 しみと，共に過ごした

楽 しさがありました」といってくれるのを期待 しています。

家庭での経験は思い出以上のものになります。生涯を通 じて

の生活態度を決めるものとなるのです。

※ハ ッチ ンソン姉妹は， （ユ タ州） ウェン ドーバー ・ワー ド部 の福

音教授 クラス教師であ り， ウェン ドーバー校 で秘書 を しています。

このすば らしい記事は， 彼女が１９６１年に夫 をな くして以来 家庭 の

夕べ によって得た恵み につい：て書かれています。 「 ， ”
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録 す る とい う言 葉 に は， 「永 久 的 な形 にす る こ と， 忘記

れ ない た め保 存 す る こ と」，「将 来 に使 うため 書 き記 す

こと」 とい うよ うな 定 義 が あ りま す。

予 言 者 た ちの言 葉 か ら，神 に つ け る民 の記 録 に は， 二 つ の

基 本 的 な 目的 の あ る こ とが わ か りま す。 つ ま り，

１． 人 々 を霊 的 に成 長 させ ，不 死不 滅 と栄 え あ る永 遠 の生

命 に 向 って進 歩 させ る こ と。

２． 神 よ り選 ばれ た僕 た ちが そ の 管轄 下 に あ る入 々 を判 断

す る手段 とす る こと。

モ ー セ， サ ム エル ， イ ザ ヤ， ニ ー フ ァイ， モ ル モ ン， モ ロ

ナ ィ， ヨハ ネ， 鞭 ウ ロ等 偉 大 な予 言者 た ち は記 録 者 で あ り，

記録の保管者でもありました。

時代の昨今を問わず，記録は予言者 と人々の間の伝達経路

でした。記録によって，人々は主の偉大な知識に浴 し，主の

みこころ，御計画を知 り，主の御前 に帰るために，喜びあふ

るる路を旅するための道 しるべを知ることができた の で し

た。一方通行でない伝達方法を開き，正 しく使ってこそ，弱

点を克服 し，長所を伸ばす ことができます。

けれ ども，記録は私たちを高める経路にとどまるものでは

ありません。第二の目的すなわち神より選ばれ牽僕たちがそ

の管轄下にある人々を判断する手段にすることができます。

主はニーフアイに対 して次のように述べておられます。

「われは一切の人々に，われがそれ らの人々に語る言葉を書

き記せと言 う。そは，われはその書き記さるる諸々の書に従

い，その中に記 さるることによりてあらゆる人をその為 した

る行いに応 じて裁判せんとすればなり。」 ．（豆 ニーフ アイ

２９：１１）

この時満ちたる神権時代に，主は裁 きにおける記録の役割

について述べておられます。 「………また一つの書開かるる

を見出せど，その書はすなわち生命の書なり。 されど死にた

る者は，数々の書に録せるその行為に随いて審かれたるを見

出さん。……また生命の書とは，天に於て録 さる る記 録 な

り。」（教義と聖約１２８：７）

このように，歴史を通 じてまた現在、も記録は神につける人

々にとって重要な意味を持っています。教会で指導者の職に

ある人々にとって，人々が永遠の生命を求める上で，判断と

王国における裁きに，「記録は重要な役割を果たします。

初期の教会にあってまた回復された現在の教会にあっても

記録は目標でもなく最終目的でないことを忘れて は な り ま

せん。む しろ，人々を高めさせ，神の王国を建設する道具と

して役立ってきま した。

記録は受動的なものですが，報告は生きたものであり動き

のあるものであるはずです。報告の定義に注意 して下さい。

「見，聞き，読み，な し，考慮されたことの説明」。動 詞 は

すべて動作を表わす言葉であることに注意 して下さい。 もう

一つの定義を読んでみま しょう。 「通常書面で公式に表現さ

れた説明」。

報告は，完全，正確，読みやす く，きれいで，期 日に間に

あうことが必要です。報告書には注釈，議事録，統計，老の

他の報告書等，書記が作成 し，研究 し，考慮するため管理役．

４７９’



員に転送 されるものが含まれます。

報告は，それを受けた指導者に行動をもたらすような情報

で構成 されていなければなりません。報告は，概要を表わす

ので最良の形態を備えている必要があります。

報告書は，教会のワー ド部，支部，ステーキ部，伝道部の

すべての管理役員に転送され，使用されるべきです。報 告書

が正確に記載されているか どうかを調べるのは，．この指導者

の責任です。

報告書を作成する人，報告書の処理を決める人を選び，訓

練するのも管理役員の責任です。良き指導者は，自分の指導

する人々が進歩すれば，自分も強め られることをわきまえて

います。

さらに，教会幹部はステーキ部の管理役員や書記の指名，

支持，任命にあたっては細心の注意を払っています。各役員

を召す時，報告の責任が強調されます。良い指導者は，人々

の信頼をかちえて人々を鼓舞しますが，樟大な指導者は， 自

分に信頼 して人々を鼓舞 します。

正 しく，また祈 りの結果選ばれたステーキ部書記は， 自分

の補佐を訓練 し，補佐と共にワード部書記，書記補同様，神

権定員会および補助組織の書記を訓練 します。次にワード部

書記は，書記補，アロン神権定員会と補助組織の書記を教育

します。これ らの重要な職 に携わる者がよ く訓練 されればさ

れる程，よりよくその責仕を果たすことができます。職を正

しく行なう訓練を受けた人は，よりよい報告書を作成でき，

それが管理役員が良い仕事をする基いとなります。

良い報告書は注意を要する弱点を指摘 し，同時に長所 も指

摘 します。それにより指導者は，組織が進歩 しているか退歩

しているか，また自分の管轄下にある人々を霊的に進歩 して

いるか退歩しているかを見っけることができます。正確な報

告書は，組織の進んでいる方向を表わします。正 しい報告書

を作成 し，期限内に提出されているかを常に強調するべきで

す。報告書は注意深 く見なおして，空白欄に注釈 を書 き ま

す。 これが，報告書を研究 し，将来のために利用 したか どう

かの証拠 になります。

有能な指導者は，航海士が海図を使 うと同じように報告書

を利用します。すなわち，進路を確かめ，方向を知 る の で

す。良い報告書は，管理役員が担当している教会の各前線を

見る際の目になることができます。良い指導者は，報告書を

忠実に研究 し，検討 します。報告書研究をす る時，良い指導

４８０

者は数字や統計を生きたものにします。ただ数字を見るので

なく，某兄弟がプライマリーの二級スカウ トを卒業せず，ア

ロン神権にまだ聖仕 されておらず，Ｍ ＩＡにも出席 していな

いことを読みとります。

思慮のある指導者は自分の群によく助言することができま

す。また良い業績に対 して賛辞を送 り，改善の余地があった

り，さらに適切な行動が必要とされる場合には，適確な励ま

しを与えます。

地方の指導者は勤勉に報告書を研究 し，常に事実 と数字を

把握する必要があります。忘れることのできないことわざが

あります。 「指導というものは，上か ら下へ浸透す るのであ

って，下か ら上へ行 くものではない。」

繊 む

良い記録 と報告があってこそ，指導者は自分の業績を評価

し，前月比，前年比，二年前比の人々の業績を比較すること

ができます。 「比較がなければ，善悪の区別はない」という

言葉があります。 自分で最 も厳 しく批判 し，自分を他人より

も自分の標準で比較することは良いことです。福音は永遠の

進歩を教えるという点で，比較を用いる意味があるのです。

自分の管轄下にある教会員はどんな進歩を したか。前月と比

較 して，そのうち何割の人が現在聖餐会に出席 しているか。

前年比ではどうか。成人会員の何割が神殿推薦状を受ける資

格があるか。結婚の何割が神殿で行なわれたか。若人のセミ

ナリーや・ｆンスティチュートへの出席率はどういう方向に向

っているか。 これ らは一例にすぎません。正 しく作成された

報告書は，その他多 くの重要な事柄を表わします。

統計は個人の行動を表わします。私たちの関心は責任範囲

内にある神の子供 にあるのであって，報告書上に表われる数



字にあるのではないことを常に心に留めるべきです。

指導者が関心を寄せるべき個人の生活で，記録や報告書に、

表われない重要なことが他にもありますが，記録や報告書は ．

私たちが絶えず業績をはかるのに必要なものさしなのです。

記録や報告書を利用 しない指導者は，器械を操作 しないで

飛ぶ飛行機のパイロットのようなものです。報告書に表われ

た傾向を疑問に思い，なぜかと尋ねるべきです。そしてはじ

めに，状況を改善する必要な手段をとることがで き る の で

す。

熱心な指導者は自分の目標を立てます。報告書を研究 して

組織の進んできた方向を見定めてこそ，人々を霊的に成長さ

せるにはどの方向へ行 くべきかを考えることができます。

報告書を利用 し，毎月検討することにより，個人に昇栄を

もたらそうとする教会の全プログラムの姿を見なおすことが

できます。賢明な指導者は記録 と報告書を使って，プログラ

ムのバランスを保ち，プログラムにおける自分の立場を正 し

く保つ ものです。

神の御計画において，人は万物の霊長です。教会のプログ

ラムとその活動状況を表わす報告書は，教会員が現在におい

ても未来において も意義ある生活を送る助けになります。 こ

れは私たちが伝達経路をより活発にしてこそ達成できます。

思慮のある働きはより多 くの効果を生みます。

教会の活動の報告書は監督の机の上に集まってきます。神

権コリレーションにより，監督はプログラムよりも個人に一

層の関心を示すようになりました。 もちろん教会のプログラ

ムは欠 くことのできない大切なものでほありますが。統計の

数字を良 くするととよりも人々の必要を満たし，人々の心を

天へ向けさせることに関心をいだいていることで しょう。ま

た，人々を高めるようなワード部活動の報告書を検討 し，数

字を入の象徴 として見るでしょう。そして，単なる象徴とし

てでなく，自分の導 く人々の生活に入って行 きます。よい報

告書は，よい活動をもたらします。よい報告書は，熱心な会

員の業績を反映 します。

賢明な監督は神権指導者 との口頭評価の際，ワー ド部役員

会，評議会で報告を利用します。また活発，不活発のある家

族について知 りたい時報告書を利用 します。まな自身を含め

たワード部の会員たちの進歩への道を決定する手段として数

字を利用します。

同様に，ステーキ部長会は報告書の及ばない所を監督や神

権指導者と話 し合います。ステーキ部長は，監督が どのよう

にしたら計画するという責任を果たし， ワード部の人々の必

要を満たせるかを知 りたいのです。十二使徒会地区代表 も同

様にステーキ部長が職の上で監督たちにどのように指示 して

いるかを尋ねます。

教会幹部 も十二使徒会地区代表とステーキ部長 と会い，プ

ログラムが人々にどのように役立っているかを知 りたいと思

っているのです。

けれども，指導者が報告書を研究 し，判断 し，正 しく使 う

ならば，人格を形成 し，時間を活用 し，才能を伸ばし，持て

る力を出 し切るための努力はより実り多いものとなるでしょ

う。これ らの記録が正確さ，完全さ，期限に遅れないことを

備えていれば， もっと役に立ちます。ですから，指導者は有

能な記録者を選ぶのです。記録者がよく訓練 されているか，

自分の義務をよく知っいるかを指導者は見ています。

記録 と報告書の第一の目的は，すべての人々がイエス ・キ

リス トを知 り，完全 と永遠の生命への御計画に従って成長す

るための一助となることです。主の偉大な記録者は，記録を

結び固め，次のような私たち全員にあてはまる助言を与え七

います。

「キリス トの御許に来て全 くなれ。すべて神のみこころに

背 くことを捨てよ。 もしこのようにして勢いと力をつくして

神を愛するならば，神があなたたちに与えたもう恵みは充分

である。……あなたたちはこの恵みを受けてキ リス トにより

全 くなる。」（モロナイ１０：３２）

私たちが私たちの務めにふさわ しくなるよう主が祝福 した

まわんことを祈 ります。

４８１



ジ ョ セ フ ・ ス

と．

そ の 家 族

ミ
、 ス

ア ．ル ．バ ー ト ：Ｌ． ゾ ベ ル ， Ｊｒ．

日曜学校 に出席 す るほ とん どの若 者 は， １８２３年 ９

，月２１日の夜か ら２２日にか けて，天 使 モ ロナ イが ３度

にわた って予言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミスのベ ッ ドの そば

に現 われ た こ とを， また年 若 い ジ ョセ ブが翌朝 いつ

もの よ うに父親 と働 きに出か け， 気分 が悪 くな り家

へ戻 ろ う と した こ とを よ く知 って い る。 さ らに垣 根

を越 えて 出 よ うと して地 に倒れ た時，再 び天 使 が現

われ， 戻 って父親 に前 夜 の出来事 をすべ て話 す よ う

に と彼 に命 じた。

予言 者 の母 ， ル ー シー ・マ ック ・ス ミスは，著 書

「ジ ョセ ブ
．・ス ミス の歴 史」 の 中で詳 しくこ う述 べ

て い る。

翌 日の夕方 ，家 族が 集 ま った時， ジ ョセ ブは， 畑

で父親 に語 った ことす べて を家 族 の者 に話 した。 ま

た クモ ラと呼 ばれ る丘 に行 き， 同 じ天使 にモル モ．ン

経 を見せ られ たが， 取 り出す の を禁 じられ た と も語

った。

長 男 の アル ビ ンは， 弟 ジ ョセ ブが その 日の出来事

で疲 れ きって い るのを気 づか い１ この よ うに言 った

「ジ ョセ ブ
， さあ もう休 もう。 あ したは， 早 く起 き

て， 日が沈 まない うち に仕事 を終 えな くては な らな

い。 お母 さん に夕食 を早 めに作 って も らって， そ の

あ とみん なで神様 が お前 に示 され た偉 大 な こ とを詳

し く聞 こう」 （ル ー シー ・マ ック ・ス ミス著 「ジ ョ

セ ア ・ス ミス の歴 史」）

翌 日の夕方，・ジ ョセ ブは 自分 の経験 したこ と’を家

族 以外 の だれ に も知 らせ ては い けない と言 った。 そ

れか ら， 自分 に命 じられ た責 任 につ いて詳 し く語 る

と， 家 族 の人 々は喜 び に満 た された気 持 ちで彼 の話

を聞 いた。

ジ ョセ ブは， その後 も続 けて主：か．ら導 きを受 け；』∫

４８２・

その時 か ら彼 の両親 は， 毎晩 家族全 員 を集 めて ジ ョ

セ ブの話 に 聞 き入 った。母 ル ーシーは次 の よ うに述

べて い る。 「私 た ちの家 族 のほか に， どこに こん な

奇 妙 な光景 の見 られ る ところがあ るだ ろ うか。 父，

母 ，息 子， 娘 が一 つ の輪 をな して座 り，生 まれて こ

のか た一 度 も聖書 を通読 した こと もな いわず か１８歳

の少年 の話 に真 剣 に耳 を傾 けて い るので あ る。他 の

子 供 た ち と くらべた ら，．書 物 を精 読 す る方 で はなか

った が， ジ ョゼ フは人一倍 瞑想 にふ け り， 強 い探 求

心 を持 って い、た。

今 では私 た ち も，神 が人類 の救 い と膿 いの計画 に

関 す るよ り完全 な知識 を私 た ちに与 え よ うとな さっ

て い る ことに確信 を持 つ よ うに な った。 これ によ っ

て，私 たち は非 常 に大 きな喜 び を得，家庭 の中 には一

致 と幸福 が， また心 の中 には平和 が もた らされ た。

このよ うな夕べ の話 し合 いで， ジ ョセ ブは時 々驚

・くよ うな こ とを 口に した。 彼 は この大 陸め古 代 の住

民，彼 らの服装 ， どの よ うに して旅 を した か， 足 の

代 わ りをつ とめた動 物 た ち， 町 の様 子，建 物， 戦 い’

の様 子 ，信 仰 な どにつ いて，非 常 に詳 し くしか も容

易 に語 るので， ジ ョセ ブが その生涯 を彼 ら と共 に送

ったので は ないか と錯覚 す るほ どで あ った」 （ル ー

・シー ・マ ッグ ・ス ミス著 「ジ ョ．セ ブ ・ス ミ ス の 歴

史」）

予言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス の父親 ジ ョセ ブの曾 々 々

孫 にあ た る大祝福 師 エル ドレ ッ ド・Ｇ ・ス ミス長老

は，教会 の第 １３７回半期 総 大会 の席上 で 「これ は ま

さ し く， この神権 時代 に お ける家 庭 の夕べ の は じま

りと言 え よ う」 と述 べ て い る。

（イ ンフ。ル ー ブメ ン ト・エ ラー １９６７年１２月号 英

文 ８２ペ ー ジ）中・．
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ヒー バー Ｊ． グ ラ ン ト第 ７代大 管長 か ら若 人 へ

主の

求めた もう

こ とを

な しとげ よ

主は４倍に報いたもう

一バー Ｊ．グラン ト大管長は，若 き日のことを次のヒ

ように述べています。

「若い頃，銀行へ預金 しに行こうと思って，ポケットに５０

ドル持っていたのを覚えています。木曜 日の朝，私は断食集

会へ出かけました。その頃，断食集会は日曜 日ではなく木曜

日に開かれていました。その集会で，監督は献金を募 りまし

た。そこで私は彼のところへ歩いて行 き，持っていた５０ドル

を渡しました。監督はそのうち ５ドルをとり，それを引出 し

る ，
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ブ ライ ア ン ト Ｓ． ヒ ン ク レー に よ る 「偉 大 な指 導 者 の 生 涯 に

お け るハ イ ライ ト」一 ヒー ハ ー Ｊ． グ ラ ン トよ り抜 粋

に入 れ る と， ４５ドル を私 に手 渡 しな が ら， 「これ は全 部 あ な

た の です よコ と言 い ま した。 、．

私 は 「ウ ー リー監 督 ， ど うい う権 利 が あ って 主 に負 債 を さ

せ るの で す か。 あ な た は き ょう こ こで， 主 が ４倍 に も報 い た

もう こ とを 説 い た ば か りで は な い で す か。 私 の母 は 未 亡 人

で ， ２００ドル必 要 な ん です 。」 と言 い ま した。

監 督 は 言 い ま した。 「ね え君 ， も し私 が さ らに４５ドル 受 け

と った ら， 君 は す ぐに ２００ ドル も らえ る と思 って い る ので す

か 」

「もち ろん そ うで す よ」 と私 は答 え ま した
。

４８３
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断食集会を終えて，勤務先に向かいなが’ら，ある考えが浮

かびました。私はある人に電報を打って，４８時間以内に特別

な価格で，ある種の債券を どれ くらい買えるか，また，彼あ

てにウェルス ・ファーゴー銀行の小切手を振 り出してもよい

かを尋ねました。私は彼のことは全然知 ｂませんでした。今

まで彼と話 したことはありませんで したが，．ソル トレークの

通 りで １～ ２度見かけたことがありました。

彼の電報には，私のお金でできるだけた くさん買いたいと

書 かれてありました。その取 り引きで私の受け・た 利 益 は，

２１８．５０ドルで した。

次の日，私は監督のところへ行 って彼に言いました。 「監

督，私は先日例の５０ドル献金 した後で，２１８．５０ドル もうけま

したよ。ですか ら，什分の一は２１．８５ドルになりますね。 ２００

ドルを母にあげた今手持ちの １８．５０ドルに不足分をたして什

分の一を払いましょう。主は４倍の他に，什分の一の分まで

はくださいませんでしたからね。

どうにかすればできたことだと言 う人 もいるでしょう。で

も私は，そうは思いません。私は電報を打とうなんて思って

もいなかったのです。

末 日聖徒 として，私たちは自分の義務を果たすことによっ

て，経済的に，霊的に，そしてあらゆる面で進歩すると，私

は思います。主の戒めに忠実で，自分の時間と富を惜 しまな

ければ，私たちの霊は成長し，福音に対する証は 強 ま りま

す。経済的にも，決 して貧 しくなることはないと信 じます。

私たちが経済的な義務を果たすとき，主は天の窓を開いて，

霊性 というあふるる恵みを注いで下さるのです。そしてそれ

は， この世のものよりはるかに価値のあるものと私は固 く信

じています。 しかし私は，主がこの世のものについても祝福

して くださると信 じています。」

ニーファイー 「私の道しるべ」

大管長には若人に強 く訴えるものがありました。それは，

彼の生涯は彼が説いていることを実践したものだったからで

す。若人に与えた次の忠告がよい例です。

「若人よ，夢を持ちなさい。堂々と雄々しく夢を持ちなさ

い。

そ うす れ ば，あな た の夢 は あ な たを 導 いて くれ るで し ょう 。」

「も し大 き な希 望 を 持 つ な ら
，．自分 の な し とげ た い と思 う

こと を心 に描 き な さい 。 そ して ， 力 を尽 して そ れ を行 な い な

さ い。 行 ない の ない空 想 は， 何 も生 み 出 しませ ん。 大 切 な の

は， 実 際 の 働 きで す。 ヤ コブ の言 うよ うに， 霊 魂 の ない か ら

４８４

袖ト

だが死んだものであると同様に，行ないのない信仰も死んだ

ものなのです。信仰は持っていても，行ないの伴わない人が

多くいます。信仰と行ないの両方を持っている人は，物事を

行なおうという気持のある人だと思います。蜘 こふ

一 一

④道一 モルモン経のどこを探 しても，ニー

ファイの言葉ほど，私 の心，霊に深い印象を与えたものはあ

りません。それは，ニーファイが兄弟と共に， レーバンか ら

真ちゅう版を受けとるためにエルサレムへ行 った時のことで

す。彼 らが失敗 して，．ニーファイの兄弟たちが荒野にある父

の天幕にもどりたいと願 った時，ニーファイは彼 らに，主が

求めた もうことには，人がそれをなしとげるために前 もって

ある方法が備えてあり，それでなくては主は何 も求められな

いことを知っていると言いました。私は若き日にモルモン経

を読んで，世の救い主を除いて，今まで読んだ他のどんな世

俗的な歴史または神聖な歴史よりも，ニーファイに心をひか

れました。彼は私を導いてくれ る道 しるべなのです。

成功とは

１８９７年，ビーバーＪ，グラント大管長は成功について次のよ

うに述べました。「富を築 くことだけに成功 して．生まれなが

らにして心の中にある愛情や同胞への愛をそこなうような’こ

とをしている人は，真に成功 したとは言えません。 自分を最

も理解 して くれる人は．自分を一番愛して くれる人であり，行

ないだけでなく心の奥底までも御存知の神様が自分を愛 して

くださることを信 じている人は，たとえ貧困の申で死んだと

しても，実際は成功という富を与えられたと言えるでしょう。

私は，現世において も来世において も，成功の法則とは謙

遜な心 と祈 りの心を持って，一生けん命に働 くことだと，確

信を持って申しあげます。

誰 もが 自分の理想に恥 じない行ないを しているとは思いま

せんが， 日々進歩するために最善の努力をすれば，私たちは

義務を果たす ことになると思います。欠点をなおそうと努め

そのように生活すれば，私たちは神様に知識と英知を．とりわ

けみたまを願い求めることができ，それによって弱点に打 ち

勝つことができます。私たちは，永遠の生命に至 る真直ぐで

狭い道にいるのです，そこには何の母れ もあ りませを。私は

自分を傷つける人でさえ恐れは しませんが，神様が求められ

るように信仰深 く勤勉 になれない¢）ではないか，‘また，神様

が与えて くださった才能を求め られるように使えないのでは

ないかとそれが心配です。」



月 に 向 つて

ウ ィ リア ム Ｔ． サ イ ク ス

．→

い針のような物体が大空に向かって突進する。人間を長

のせて月に向かうその ロケットを見ていると，私は古

い半ば忘れかけた一つの物語を思い出 した。それは追憶のか

なたに埋 もれでしまった空想のような話で もあるが，今なお

地球の創造に関する歴史の中で厳然たる地位 を占あている。

「彼 らはまた言った， ｒさあ，町と塔とを建てて，その頂

を天 に届かせよう。そしてわれわれは名を上げて，全地のお

もてに散 るのを免れよう」。時に主は下って，人の子たちの

建てる町 と塔 とを見て，言われた， 「民は一つで，みな同じ

言葉である。彼 らはすでにこの事を しは じあた。彼 らがしよ

うとす ることはもはや何事 もとどめ得ないであろう。」（創世

１１：４～ ６）

人間は，休む ことなく，満足せず，気短かな動物であり，

非凡な力を備えた巨人である。 この言葉を読む時，我々は半

ば恐れを抱 くのである。 「……彼らがしようとす ることは，

もはや何事 もとどめ得ないであろう。」月，火星などあ らゆ

る星を征服 しても，人の想像力はとどめ得ないであろう。で

は，どこへ向けられるのであろうか。

末日聖徒は，太陽系宇宙の外，コロブと呼ばれる最 も大いな
も馳る星の近 くに神の御座があると教えられている

。その末日聖

徒 に と って ，ゴ人 間 の 想 豫 す る こと に創 造 の可 能 性 を秘 め て い

る と い う こと は， と り もな お さず 人 間 が神 の子 で あ り， 彼 ら

が しよ うとす る こと は， 何 事 もと どめ得 な い こ とを証 明 す る

に他 な らな い。 天 父 の 子供 で あ る人 間 は， 宇 宙 に神 の王 国が

満 ちて お り， 忠 実 で あれ ば 神 の有 した も うす べ て は やが て分

け与 え られ る こ とを 知 り，心 を と きめ か して い るの で あ る。

ア ブ ラハ ム は それ らの 王 国 を 見 て， 次 の よ うに 述 べ て い

る。 「わ れ 数 々 の星 を見 た り しに， そ れ らの星 甚 だ大 き く し

て ，一 つ の星 ，神 の御 座 の最 も近 くに あ り き。 ま た， 多 くの大

い な る星 あ りて そ の近 くに あ りた り。 主 われ に宣 い け る は，

これ らは他 の星 を支 配 す る星 に して， か の大 い な る星 は わ れ
● ’ １し

の近 くに あ れ ばそ の名 を コ ロブ と言 う。 わ れ は主 な る汝 の神

な れ ば な り。 わ れ は， これ を置 き て汝 の今 そ の上 に立 つ 星 と

同 じ系 統 に属 す るす べ て の星 を治 め しむ 。」 （アブ ラハ ム ３ ：

２～ ３）

要 約 す る と， ア ブ ラハ ム は， ：地球 が 他 の 天 体 を 支配 す る星

の鎖 につ なが れ て お り， その 鎖 が 最 も大 い な る支 配 の星 ， す

な わ ち コ ロ ブの 近 くに あ る神 ゐ 御座 に ま で達 して い るの を見

た ので あ る。 そ して コ ロブ は ， あ らゆ る星， 遊 星 を支 配 して

お り， 地 球 はそ の一 つ の位 に 属 し， 支配 され て い る の で あ

４８５

了．一



醜

る。神はすべてこれらのことを御 自身の力で支配 したもうて

はいるが，実際には一時に一所 しか臨みえぬ一個の実在する

御方であり，また諸天を支配する星を置 きたもうている。 し

か しなが ら神はなおこの地球上に住む人々に非常な関心を寄

せておられる。それゆえ，人々に御 自身を現わされ，ちょう

ど，人が顔と顔を合わせて話すように，神は人に面を現わし

話 したもうたのである。

主は言われた， 「さて，もし二つのものありて，一は他よ
∴１ ・

りも上にあり。而 して太陰は地よりも上にあらば，恐 らく一

つの遊星または星にして太陰よりも上 にあるものあるべし。

主なる汝の神は，ただ為さんと欲 したもうこと以外に為さん

と心に掛けたもうことなし。」（アブラハム３：１７）

人は神の子であるか ら，人についてこのようにも言い得る

であろう。すなわち，人は 「ただ為さんと欲すること以外に

為さんと心に」掛けることはない。

人はその創造力において極限に達 しえないという者，また

人の命には限りがあって待ち受けているものは死の扉 しかな

いと主張する者がいる。 しか しなが ら，あの巨大なロケ ット

が天に向って突進する姿を見れば，生命は朽ち果てるもので

なく永遠であり，人類の進歩 も宇宙と同 じく限 りないことに

気づくに違いない。

神が 「永遠の生命を有つ者は富めるなり」（教義 と聖約 ６：

７） と言われたことは，人々が宇宙のひろが りを探究すれば

その謎は次第に明らかにされることを信 じ，理解するように

なるであろうことをも意味 しておられたのである。 もし，人

間がこれをなし得たとすれば，やがて不死不滅の体を受け，

宇宙のあらゆる謎を知 らされた時，人の将来はどうであろケ

か。

現在宇宙を知 り得たことによりもたらされた数々の益に対

して，我々は何ら異議をはさむものではない。また，将来宇

宙計画に含まれるであろう月や他の星への探究に我々は必ず

しも関与する必要はない。 もし，人間が死すべ善状態のまま

で，他の天界に住むことが適わぬとすれば，我々はその時を

神の御手に任さねばなるまい。
〆一一一．．．．．一．．一一一『．．．ヒー一～一一一一一一一一一一‘一一一” 一．．． ．．』．一． ． ．．一．．．一一 ヒバ

／ 我々にと・て大切な ・鵬 天父の定められた脚 ・従・１
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１て生活することである。そ うすれば，この輝ける宇宙は永運
　 　

／に我 ４ の もの とな るで あ ろ う。 その 時 こそ ， 我 々 は 本 当 の意

ド

１味 で こ う言 わ れ る の で あ る。 す なわ ち， 我 々 が 町 や 塔 を 建 て

始 め る時， 「彼 らが しよ う とす る こと は， もはや 何 事 もと ～ξ

め得 な い で あ ろ うｄ と 。 一．一一 」
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ユ ー タ ウ ン とい うア メ リカ のか い た く地 の町 に馬 車 を

とめ る と， ジ ェ ミー はす ば や くと び お りま した 。 兄 さ

ん の ポ ール と姉 さん の ヘ ス ター も馬 車 か らお りて ， ジ ェ ミー

の そ ば に 立 ちま した。 み ん な が ク リス マ ス の ま え に町 に きて

プ レゼ ン トを か うの は， きよ うが さい ご で した。

「一 時 間 した らも ど って お い で
， い い か い」 と馬 を木 につ

な ぎ なが らパ パ が 言 い ま した。

「はい
， パ パ 」 と ジ ェ ミーが 一 ば ん さい し ょに こた え ま し

た。 マ マ はげ ん き だか らだ い じ ょうぶ と何 ど も言 って い た け

れ ど， フ ォ ー ラ ー おば さん 一人 に， の う じ ょうに い るマ マ の

せ わ を た の ん で き た の で， パ パ が しん ぱ い して い る こ とが ジ

ェ ミー に は わ か っ て い ま した。

「い そ い で帰 らな くて もいい の よ」 と， マ マは外 が み え る

しん しつ の窓 の ち か くに お いて いた ベ ッ ドに横 に な って言 っ

た の で す。 そ れ か らマ マ は とて もや さ し くほ ほえ ん で ，顔 ぜ

ん た い が 明 る くか が や き ま した。 マ マを お もい だ した とた ん

に ，〔ジ ェ ミーの胸 は あ た た か くな りま した。 マ マは 世 界 中 で

／
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ジ ェ ミ ー の プ レ ゼ ン ト
鍔

バ ー ナ デ ン ビー テ ィ ー

鳶

一 ば ん ゆ うか ん な女 の人 だ と思 い ま した
。 じ こに あ って も一 ・

度 も不 平 を言 っ た こと は あ りませ ん で した 。 そ の 時 ジ ェ ミー

はふ る えが と ま りませ ん で した。 パ パ とマ マ が あ る朝 町 に行

って す ぐ， マ マを だい て よ ろめ きな が らパ パ が 帰 って きた の

を 見 て ， ジ ェ ミー もポ ール もヘ ス ター も， どん な に び っ く り

した こ とで し ょう。 マ マ の顔 は い た さの た め に青 白 くな って

い ま した が ， そ れ で も ママ は ほ ほ え ん で い ま した。

「馬 が か け出 して 馬車 が ひ っ くりか え っ た ん だ よ』 とか ん

たん にせ つ め い す る と， パ パ は ポ ー ル を お い しゃ さ ん をむ か

え に や りま した。

何 か 月 もベ ッ ドに ね て い な けれ ば な らな い こ とを 知 る と，

マ マ は そ の 間皆 が た く さん の仕 事 を しな けれ ば な らない と思

い しん ぱ い しま した。

ポ ー ル とヘ ス タ ー の あ とか らウ ィル ソ ン百 か 店 に 入 りな が

ら， ジ ェ ミー は ポ ケ ッ トの中 の お金 を さ ぐって い ま した。 ジ ・

エ ミー は もっ と お金 が ほ しい な と思 い ま した。 今 年 の ク リス

マ ス に はす て き な プ レゼ ン トを 買 い た い と思 って い た か らで

す。

ウ ィ ル ソ ン さん は カウ ン タ ーの う しろ に立 っ て小 さい箱 の

よ この ね じを グル グル ま わ して い ま した。 「お は よ う」 と ウ

ィル ソ ンさ んが 言 い ま した。 それ か らそ の箱 を カ ウ ン タ ー の

上 に お い て ほ ほ え ん で みせ ま した。 す る と， チ リン チ リン と

い う音 が して 箱 の上 の二 つ の小 さな 人 形 が ゆ っ く り円 を か い

て ま わ り出．しま した。 〆 、、

「オ ル ゴ ール だ
．／」 と ジ ェ ミーは 目を 丸 くして息 を の み ま

した 。 そ して ヘ ス タ ー とポ ール を見 ま した。 「マ マ が 小 さい

時 に持 って い た の と同 じみ た い だ。 マ マが 話 して くれ た の お

ぼ え て る ？小 さい 家 の か っ こ うを して上 に小 さ い女 の子 の人

形 が つ い て い るの は マ マ の しか な い ん だ。 青 い服 を き た女 の

子 が つ い て い るの は」

ヘ ス タ ー と ポ ール が うなず くと， ジ ェ ミー は ウィ ル ソ ン さ

ん の所 に か け よ りま した。 これ は マ マへ のす ば ら しい プ レゼ

ン トで した。 けれ ど もウィ ル ソ ン さん が そ の値 だ ん を言 う と

ジ ェ ミー は 目 を ま る く しま した。 これ ま で そ んな にた くさん

９７



の お金 は見 た こ と もあ りま せ ん で した。

な ん て きれ い な音 な ん だ ろ う。 小 鳥 の さえず りみ た いだ ，

と ジ ェ ミーは 思 い ま した。 あ れ を プ レぜ ン トした らマ マ は き

っ と喜 ぶ だ ろ うな ／ 急 に あ る考 えが うか び ま した。 そ うだ

ク リヌ マ ス に マ マ に特 べ つ せ い のオ ル ゴ ール を作 って あ げ よ

う。 ジ ェ ミ「 は物 をつ くる のが じ ょうず で した。 パ パ が と っ

て お い て くれ た ほ した クル ミを けず って ジ ェ ミーの作 っ た動

物 を， み ん なが じま ん して い ま した。

ヘ ス タ ー と ポ ール が プ レゼ ン トを え らん で い る間 に， ジ ェ

ミＬ は店 中 を歩 き まわ って たな の上 の物 を し らべ て い ま し

た。 ウ ィル ソ ンさ んは と う と う待 ち きれ ず に や っ て き ま し

た。 「さ あて ジ ェ ミー， 君 は何 が ほ しい の か ね ？」

ジ ェ ミー は ペ ン キの 入 った か ん 三 つ とは け と， 木 工 道 ぐの

箱 を ゆび さ しま した。 ヘ ス ター が驚 い た よ うす な の で ジ ェ ミ

ーの 考 え に 不 さん せ い な こ とが わか りま した
。

「自分 の じ ゃな くて
， マ マ の プ レぜ ン トを買 うのか と思 っ

て い た の に」 とヘ ス タ ーは お こ った よ うで， 小 声 で言 い ま し

た。

「ぼ く
， これ で マ マ に あ げ る プ レぜ ン トを作 る んだ よ」 ジ

ェ ミーは言 ．い ま した。

「ふ ん」
， ヘ ス ター は頭 をつ ん と上 げ て言 い ま した。

「い い わ け じゃ な い の か い
」 とポ ール は にや にや しなが ら

言 い ま した。 「お ま え， ず っ と木 工 道 ぐを ほ しが って いた じ

ゃ な いか ， ジ ェ ミー」

「待 っ て よ
。 ク リス マ ス ま で待 っ て」 と ジ ェ ミー は さ けび

ま した。 ヘ ス ター もポ ール も 自分 を信 ．じて くれ な い とわ か っ

た の で， ジ ェ ミー の心 は お も く．しず み ま した 。

パ パ は ほ ろ馬 車 の と ころ で待 って い ま．した 。

「ママ に す て きな プ レゼ ン トは見 つ か っ たか ね 」 とパ パ が

たず ね ま した。

「ポ ール と私 は み つ け た わ
。 で もジ ェ ミー は」 とヘ ス タ ー

が 百 い ま した 。

「ジ ェ ミー は ほ っ と こ う よ
。 ま るで 子 ど もな ん だ もの 」 と

ポ ール が 口を 出 しま した 。

ジ ェ ミー は ほ ろ馬 車 に よ じの ぼ りま した 。 ジ 土 ミー は， マ

マが 前 に もって い た よ うな オ ル ゴ ール を作 るつ．も り で い る「こ

と をせ つ め い した い と思 い ま した が， 皆 が 大 きな声 で わ らっ

て い じめ る こ とが わ か って い ま した。 ジ ェ ミーは必 ず作 っ て

み ん な に見 せ てや ろ うと思 い ま した。

そ の 時 か ら， ジ ェ ミーは ひ ま が あ る と， い つ もマ マ に あげ

る マ リス マス の プ レゼ ンを作 って い ま した。 小 さ』い家 を作 る

の は か ん た ん で した が ， うで を の ば した少 女 を木 に ほ る の は

大 へ ん め ん ど うだ った の で， な ん か い か あ き らあ よ うど した

ほ どで した 。 ジ ェ ミー は な ん ど も作 りは じめ て は， と ち ゅ う

で な げ だ しま した。 け れ ど もや っと一 部 が で き あが る と， じ

しん が ．でて きま した。

ポ ール とヘ ス タ門 は ふ しぎ が っ て い ま したが ， ジ ェ ミー は

こ っそ り と作 って は， だ れ に もみ つ か らな い よ う にか く して

９８
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お き ま した。 長．い あ い だ か か って， 人 形 は で きあが り， ペ ン

キ が ぬ られ ま したＱ

ク リス マ ス の朝 ， 夜 あ け と と もに ジ ェ ミー はベ ッ ドか らと

び お きま した。 そ して小 さな木 の家 に こ く物 を いれ て ， あな

か らか い この つ い た小 さ な ポ ー チ に こ ぼれ お ち る よ うに しま

した。 しば ら くす る と， パ パ が マ マを だ い て ， 居 ま の い す に

つ れ て い き ま した。 ジ ェ ミー は外 にか け出 して行 って ， マ マ

のへ や の窓 のす ぐそ ばの 大 き なか しの 木 に 自分 の作 った オ ル

ゴ ー ル をつ る しま した。 中 に もど る と， ク リス マ ス ツ リー の

ろ うそ くに は火 が と もって い て ， パ パ は きれ い に つ つ ん だ プ

レぜ ン トの上 の名 ま えを よ もう と待 っ て い ま レた。

み ん な は プ レゼ ン トを ひ らきな が ら， 大 きな声 で わ ち っ た

り， ぺ ち ゃ くち ゃお しゃべ りを しま した。 ジ ．エミニ もあ た ら．

しい そ りと， ね ん ど ざい くの 大 きな は こを も．う６ て大 斥 ．ρ．こ

うふ ん して い た の で ， 音 の 出 な い オ ル ゴ ー ル を マ マが ど う思

うだ ろ う．と心 ぱ い す る気 もち もな くな っ て い ま した。

「ジ ェ ミー， ママ に あ げ るプ レぜ ン トに ど こに あ．る の⊥ と

プ レぜ ン トが み な ひ らか れ る とヘ ス タ ー が き きま した。

「マ マの へ や に きて よ」 と ジ ェ ミーは言 い ま した。 皆 よ ．り．．

先 にま どに か け よ った 時， ジ ェ ミー の言 い た い こと は， の ど

まで 出 か か って い ま した。 外 の木 の え だ にか か っ て い る そ の

小 さな きい ろの お う ちは静 か に ゆ れ， 青 い服 を着 た小 さ な木

１ま りの女 の子 は， ま るで生 きて い るよ うに み え ま した。．．

ジ ェ ミー は み ん な が 中 に入 っ て くる音 を き き ま した６．そ し

て パ パ が マ マ を そ っ とベ ッ ドの上 に お ろ した 時 ， ベ ッ ドめ ば

ね の き しむ音 が き こえ ま した。

「見 て ！ 小 さい お うち よ
， な ん てか わ い ら しい ん で し ょ

、
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う」 とヘ ス タ ーが さけ び ま した。

ジ ェ ミーが ママ の は な す の を待 っ て い ると， 一 わ のべ にす

ず め が ま い お りて， 小 さな きい ろ の お うち の ポ ー チ の上 に と

ま っ て， こ く物 を つ つ きま した。

「え さば こだ ．／」 ポ ール が さ けび ま した。

す る とそ の時 マ マが や さ し く言 い ま した。 「い い え ， そ う

じゃ な い わ」 「も っ とす ば ら しい もの よ。 私 が 小 さ い こ ろ も

っ て い た よ うな オ ル ゴ ール よ」

ジ ェ ミーは うれ し くて， あ た りを グル グル とび まわ りま し

た。 「マ マ， おぼ え て い た ん だ ね ／」 と ジェ ミー は しあわ せ

そ う に さ けび ま した。 そ して言 い ま した。 「ぼ く… …音 が 出

せ な くて … … ごめ ん な さい」

「い い 急 音 が す るわｂ きい て ご らん な さい ／」 とマ マが

言 い ま ．した。

べ にす ず あ が頭 を もちあ げ

て ， 鳴 い て い ます。 「チ ッチ

ッ チ ッ」
６

〃
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とつ ぜ ん， み ん な はわ らい だ しま した。 けれ ど もそ れ は ，

あ た た か な， しあわ せ そ うなわ らいで した 。 そ して と くに 一

ば ん しあ わ せ な の は ジ ェ ミー で した。
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ピンクの化粧 台

△ 夜，私は居間の窓から，町を見おろしています。家４－７
に輝いていたクリスマスのあかりが，静かにふりしき

る雪の中に，まったくと言 ってよいほど，見えなくなってし

まいま した。そして，雪がやみ夜空が明るくなった時，町は

とて も大きなキラキラ輝 く宝石箱のように見えました。

私は，半世紀をこえる自分の人生の中にあったクリスマス

の日々を思い出していました。

その中でも，最も心に残る思い出というのは，その時には

大 した意味がなかったのですが，時がたつにつれて，私 自身

に影響を与えるようになったのです。

それはこういう話です。

当時，私 の父は，建築資材会社に勤めていました。私たち

の家は二階だての，とんが り屋根のついた，赤れ ん が の家

で，町の郊外にありま した。二人の妹は二階の寝室を占領 し

ていました。 当時上の妹は九歳， 下が六歳でした。妹 た ち

は，寝室の窓から，わが家のガレージや，車道を見おろして

いました。

父と母は，二人の小さな娘たちにクリスマスプレゼン トを

する計画をたてていました。妹たちは，それぞれに，鏡 と引

出 しのついた美 しいピンクの化粧台をプレぜントされるはず

で した。父は会社の近 く．の家具屋に，お遊び用の化粧台を作

って くれるように頼みま した。 、

妹たちは，二つのピンクの化粧台を見てきっとびっくりす

ることで しょう。

クリスマスが近づ くにつれて，ブロン ドの髪を した二人の

妹たちは，一年で一番素晴 しいクリスマスの朝に，．泊 分達が

受け取るプレぜン トについて，楽しそうにおしゃべりを始め

ました。二人共，お人形か しら，それとも私にはスケー ト靴

で，あなたにはそりか しら。新 しい洋服か，ナイ トガウンか

もしれないわ。ひよっとした ら家族みんなで遊べるゲーム用

具か，おままごとの食器セットかもしれないわね。・

クリスマス ・イヴがやって来ました。その夜，私たち六人

の子供たちはほとんどねむれませんでした。暗闇の中を父の

車が帰って来て車の ドアがあいた時，二人の妹は，目を大き

く見開いて，窓 に自分たちの鼻をぴったりくっつけて車道を

見つめま した。車の中にピンク色をした何かを見つけて，妹

たちは興奮 してベ ッドへもどって来ました。

私 たちの家では， ク リス マスの朝に子供たちは一列に並

ユ００

、
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び，それか ら母の合図で居間に入って行 くというのが習慣に

なっていま した。居間にはクリスマス ・ツリーがかざられ，

プレゼシ トは，部屋のあちこちにある椅子の上か，そばに置

いてありま した。二つの椅子の間に， ピカピカ光 る鏡のつい

た化粧台がありました。上等の松材で作 られ，あざやかな色

のこの化粧台は良い香 りさえ放 っていました。

でも，そこには一台しかありませんでした。母は二人の妹

を自分のそばに引寄せ，涙 ぐんでこう説明しました。
「二つのピンクの化粧台があ

ったのよ。二人に一台つつね。

ところが，ゆうべ，お父さんは，父親のいないある家族のこ

とを思い出されたの。お父さんは，その人たちがどんなクリ

スマスを迎える．のだろうかと考えていらしたわ。そこにも二’

人の女の子がいるのよ。お父さんは， ピンクの化粧台をその

人たちの家へ持 って行 こうと決心なさったの。だか ら，これ

をあなた達二人で一緒 に仲良 く使って欲 しいわ」。

妹たちはそれを自分たちの寝室において，１５年間 もの間一

緒に使いました。それで一緒に遊びもしました。一人が自分

のハンカチやス トッキングを一つの引出 しに入れるど もう

一人は別の引出しにしまいました。

そのクリスマスは もう４０年 も前のことです。この妹たちも

今ではそれぞれ自分たちの家庭を持 っていますが，それで も

まだ，私たちは集まるとピンクの化粧台を一緒に使っていま

す。そしてその娘たちもまた，そうしているので垢 母親に

なった妹たちが自分の娘たちに，なぜその化粧台が特別なも

のなのか，そのわけを話 してきかせるからなのです。

何年間か，そのピンクの化粧台は一人の妹の家 の地 下 室

の，物置にありました。 クリスマスに私たちが集まった時に

はいつもピンクの化粧台がそこに置いてありました。

「私たち二人は，あのピンクの化粧台のおかげで，年とと

もにとても親 しくなることができました。娘たちもおな じで

す」 と一人の妹が最近私に言いました。

ピンクの化粧台は，私 と，私の子供に，大切なことを教え

て くれました。 もう一台のピンクの化粧台もおな じことを教

えて くれました。

人生で，私たちが一番豊かなものを得ることが で き るの

は，私たちが人に与えたものか らであるとい うことを，ピン

クの化粧台はいつ も私に思いおこさせて くれるのです。

笥
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心 の ら、し ん ば ん
「ノ

メ ー ベ ル ジ ョー ンズ ガ ボ ッ ト

もし あな た が， これ ま で １０年 あ るい は １１年 ， あ る い は

ま た ８年 か ９年生 きて きた とす れ ば， あ な た は 冒険 の お

お い世 界 に す ん で い る こ とに気 づ くで し ょ う。 べ つ に ま

い子 に な る よ うな深 い 森 とか ， 道 が ま った くな く，．足 あ

とす らな い よ うな さば くの こ とを 言 っ て い るの で は あ り

ませ ん。 毎 日生 き る とい う危 けん の こ とを言 って い ・るの

です 。 赤 しん こ うが ない と，私 た ちは ，’「ぶ さほ うな こ

と」 を した り不 注 意 の沼 に は ま りこん だ り， あ るい は ま

た， わ が ま ま に な っ た り， 不 しん せ つ にな った りす る も

の で す。

私 は 一 つ の道 しるべ を みつ け ま した 。 た ぶ ん あな た の

た す けに もな る こ とで し ょ う。 私 の道 しるべ と い うの は

ら しん ば ん の よ うな もの で， じ しゃ くの は・りが いつ も北

を さ して い るの で す。 私 の ら しん ば ん で は，・北 き ょ く星

は 「しん せ つ」 とい う もの で す。 それ は何 をす るか のか

ぎ で あ り， 道 に ま よ った 時 の道 し るべ な の です 。

私 が 「不 注意 」 の 沼 に は ま り こん だ り， くつ をぬ ぎ っ

ぱ な しに して へ や の す み に バ ッ トや ミッ トを投 げ た り，

床 の上 に服 を ほ うった りす る時 に も， 私 の ら しん ば んの

は りは北 を さ して ， しん せ つ に しな さい と言 って い るの

で す 。 私 が 自分 の もの を ほ う り出 して， お母 さん や お父

さ んや お姉 さん た ち にか た づ け させ るの は， 少 し も しん

せ つ な ことで は あ りませ ん。 家 の 申 を ち らか す の は とて

も不 しん せ つ な こと なの で す。 「しん せ つ に しな さい」

と私 の ら しんば ん は言 って い ます。 「い ろ ん な もの を，

も との と こ ろ に お いて お きな さい」 と言 って い る の で

す 。

私 の人 生 で， 一 ば ん大 き なぼ う けん の 一 つ は ，言 葉 を

コ ン トロー ルす る ことで す 。 小 さ な リーグ の 野 球 の ゲ ー

ム を見 て い て， 私 が ， ピ・ッチ ャ ーを 「へ た だ 」 と思 っ
．た

時 ， ア ンパ イ ア は ピ ッチ ャー の なげ るた まぜ ん ぶ を 悪 い

と言 い， コー チ は何 ど もピ ッチ ャ ー に注 意 します。 そ の

よ うな 時私 は た えず ら しん ば ん に心 を と めて おか な けれ

ば な りませ ん。 「しんせ つ 」 です 。 おぼ え て い ます か。

そ の ピ ッチ ャ ーは， きっ とい っ しよ うけ ん め い して い る

の で し ょう。 私 は ピ ッチ ャー に向 って しん せ つ な ご．とば

を 言 うこ と に しま す。 ア ンパ イ ア は友 だ ちが ひっ よ うで

す 。 彼 を はげ ます た め に ， 「しん せ っ に して あ げ よ う と

思 い ま す」。

どん な とき も， 人 を きず つ け る よ うな ことを 言 うひつ

よ うは ま っ た くあ りませ ん。 けれ ど も， それ を お もい出

す の が む ず か しい時 が あ りま す。 た とえ ば， ボ ブが ち ょ

う・ど もけ い の ひ こ うき を つ く りお わ っ た と き の こ と．で ・

す 。 ボブ ほ 大 ぞ う じま ん して ，私 に見 せ て くれ ま した。＝

私 は ら しん ば ん を 見 ず に言 って しま い ま した。 「ほ ん と

う に うま くで きた ね 。 で も， フ ラ ン クが つ くった の を 見

て ご らん よ」 ら しん ば ん を 見 るの が お そ す ぎた の で す。

私 はへ ま を して しま い ま した。 ボ ブを きず つ け るひ つ よ

うは なか った ので す 。 で も次 か らは ら しん ぱ ん を もっ と

よ くみ る よ うに しま し ょ う。 そ して ， 私 は， 「し んせ つ

な こ とを い い ます 」

ぶ さほ うは時 々私 をつ まつ か せ る危 け ん な もの で す 。

も し次 の こと を思 い出 せ る な ら， しんせ つ に よ って ，私

は い ろ ん な し ょうが い を の りこ え る ことが で き るで し ょ’

う。 た とえ ば他 の人 の話 が 終 って か ら自分が 話 す よ う に

した り， 自分 一 人 で き いて い る時 に は ラ ジ オ の音 を 低 く

した り， か ぞ くと一 し ょに テ レビを 見 る時 間 を わ け あ っ

た りす る こ とな ど。’も し，』ら しん ば ん に 自分 の こ う ど う

の道 あ ん な いを た のむ とす れ ば， 私 は まず さ い しよ に他

の．人の こ とを考 え ま す。 そ して お姉 さん に と こや へ 行 き

な さい と言 わ れ た時 に は， ら しん ば ん をむ し して ， 大 げ

ん か を す る こ との な い よ うに， お姉 さん の い う ことを き

くよ うに しま すげ

お 母 ざん は，・家 の 申 で私 の ら しん ぱ ん が 自 ど うて き に

はた らけ ば ，私 が み ん な の前 で， 大 声 で話 した・り， げ ら
ウ

げ らわ らった り， ガム を か ん だ り， 道 ろ で ．さわ い だ り，

教 会 で よ くお 話 を きか な か った り， らん ぼ うな こ とを し

た り しな い で し ょうに とい い ま す。 しんせ つ に す るこ と

に よ って ， こ うい う こ とは み ん な な お るで し ょう し， 私

のお こな い が ど こに あ って も良 く．な るで し ょ う。 た しか

に， 私 の ら しん ば ん が い つ もは た ら くよ うに して お くひ

っ よ うが あ る と思 い ま す。 あ な た も， や って み ま せ ．ん

か 。、

隻
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日 曜 学 校
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『万人の希望 ε喜び

エ バ リ ン Ｍ ． サ ン ドバ ー グ

ペ テ ロの 受 けた示 現 と証 に よ り， 福 音 を ユ ダ ヤ人 だ け に教

え る とい う初期 の慣 習 が 変 え られ ， そ の結 果 ， イ エ ス ・キ リ

ス トの 御 名 に よ るバ プ テス マ を 通 して罪 の赦 しが与 え られ る

と い う こ と は， 「万 人 の希 望 と喜 び」 とな った。

キ リス トが 導 き と教 え を施 して お られ た 時 の奇 跡 的 な 出来

事 は万 人 の 知 る と こ ろで あ る。 しか し初 期 の キ リス ト教 会 の

発 展 の歴 史 の中 に は， しば しば 見落 され， 無 視 され て い る時

代 が あ る。 そ れ は ， キ リス トが導 き と教 え を施 され て い た そ

の時 代 に引 き続 く大 切 な時 代 で あ る。 この 時代 の 出 来 事 は

「使 徒 行 伝
」 の中 に記録 され て い る。 「使徒 行 伝 」 に は， 使

徒 た ち に働 きか け る聖 霊 を 通 して ，救 い主 の導 き と教 え が引

き続 き行 わ れ て いた こ とが記 され て い る。 これ は 「聖 霊 の福

音 書 」 と呼 ばれ て き た。 この 記録 は， 異邦 人 の 間 で の パ ウ ロ

の伝 道 とユ ダ ヤ人 の間 で の ペ テ ロ の伝 道 に つ いて 語 っ て い

る。 「使 徒 行 伝 」 に は ま た， 示現 によ って 改宗 し， の ち に全

世 界 に福 音 を たず さ えて い くとい う大 切 な責 任 を に な った ペ

テ ロの話 が 記 録 され て い る。

多数 の改 宗 者 ，多数 の バ プ テ ス マ，これ ら はペ テ ロの 力 強 い

証 と， 彼 の説 教 に聞 き入 る人 達 の心 に働 きか け る聖 霊 の 力 に

よ る もの で あ る。 一 日 の う ち に， 三 千 人 が 信 じバ プ テス マ を

受 け た。 ま た他 の 日 に は五 千 人 が 福 音 を 聞 き，そ．して 信 じた 。

「使 徒 行 伝 」 に記 録 され て い る時 代 以 前 に は
，福 音 は ユ ダ

ヤ の 間 だ け で説 か れ て い た。 異 教 徒 の 習 慣 と思 想 が コ・ダ ヤ人

の生 活 に入 り こむ の を避 け る た め， 教 会 の 指導 者達 は， 長 い

間， ユ ダ ヤ民 族 が 他 の民 族 と親 交 を持 つ こ とを ，不 法 行 為 で

あ る と して い た。 最 初 の ク リス チ ャ ン はユ ダ ヤ人 で あ った の

で， 彼 らは こ の規 律 を 当然 の こ と と して ，生 活 の 中 に 実践 し

た。 しか し， ペ テ ロが ヨ ッパ で驚 くべ き示 現 を 見 た 時 ， キ リ

ス ト教 の歴 史 に お け る大 き な転 換 期 が や って きた の だ ６た。

この示 現 の 中 で， ペ テ ロ は あ らゆ る種 類 の動 物 が 彼 の 方 に

降 りて来 る の を見 た 。 そ の多 くは ユ ダ ヤの法 律 に よ って 「汚

れ た もの」 と されて い る もの で， 食 物 と して は 不適 当 で あ っ

た。 そ して声 が 聞 えて き た。 「ペ テ ロ よ。 立 って ， そ れ らを

ほ ふ っ て食 べ な さ い」。 ペ テ ロは最 初 ， 抗 議 して 言 っ た。 「私

は い ま ま で に， 清 くな い も の， 汚 れ た もの は， 何 一 つ食 べ た

こ とが あ りませ ん」。

す る と答 えが あ っ た。 「神 が き よめ た も のを 清 くない な ど

と言 って は な らな い」。 （使 徒 １０＝９－ １６ 参照 ）

ペ テ ロは， 三 度繰 返 され た この言 葉 を ， な お も思 い め ぐ ら

して い る と， み た まが彼 に言 った。 「ご らん な さ い， 三 人 の

人 た ちが あ な た を た ず ね て きて い る。 さ み 立 って 下 に降 り

た め らわ な い で， 彼 ら と一 緒 に 出 か け るが よ い。 わ た しが 彼

らを よ こ した の で あ る」っ 《 使徒 １０：１９， ２Ｑ）

ペ テ ロは ヨ ッパ の兄 弟 た ち数 人 を と もなっ て ， 人 々 と共 に

出 か け た。 そ の人 た ち は， コル ネ リオ の要請 で ペ テ ロ の と こ

ろに来 た の だ った。 コル ネ リオ は， ロー マ の役 人 で 「信 心 深

く， 家 族 一 同 と共 に神 を敬 い， 民 に数 々 の施 しを な し，絶 え

ず神 に祈 を して い た」。 （使徒 １０：２）

コル ネ リオ は祈 って い た時 ， そ 乙 に 一 人 の神 の御 使 が 現

れ， コル ネ リオ の祈 りが 確 か に 聞 き届 け られ ， そ して 彼 の 施

しが 知 られ て い る と告 げ た。 御 使 は コル ネ リオ に ペ テ ロを 呼

び に 行 くよ うに命 じた。 そ して ペ テ ロを 見 つ け る こ との で ぎ

る場 所 の 名 を 示 し， 「ペ テ ロが あ な た に， なす べ き こ とを つ

げ るで あ ろ う」。 とっ け加 え た 。

（使 徒 １０： １－ ６）

この よ うに 二人 の義 人 の上 に聖 霊 が 宿 り， 神 の 偉 大 なみ こ

４８８



も

こ ろに 二人 共 気 づ か ず に い たが ， それ で も喜 ん で 正 義 へ と導

か れ た の で あ る。

ペ テ ロが カ・ｆザ リヤに つ い た時 ， コル ネ リオ は， 「出迎 え

て ， 彼 の足 もとに ひ れ 伏 して拝 した。 す る と ペ テ ロ は， 彼 を

引 き起 して 言 った ， お 立 ちな さい。 わ た し も同 じ人 間 です 」

（使徒 １０：２５－ ２６）

ペ テ ロが ， 家 に 入 って行 く と， そ こに は コル ネ リオ の親 せ

き の者 や 友 人 が 大 勢集 って い た。 ペ テ ロは彼 らに あ い さつ し

て 言 った 。

「あ なた が た が 知 って い る とお り
， ユ ダヤ人 が他 国 の人 と交

際 した り； 出 入 りした りす る こ とは， 禁 じ られ て い ます 。 と

こ ろが ， 神 は， どん な人 間 を も清 くな い とか ， 汚 れて い る と

か言 って は な らな い と， わ た しに お示 しに な りま した。 お招

き に あず か った 時 ， 少 し もた め らわ ず に参 っ た の は， そ の た

め なの で す。 そ こで伺 い ます が ， ど う い うわ けで ， わ た しを

招 いて くだ さ っ たの で す か 」。 （使徒 １０：２８， ２９）

コル ネ リオは ， 自分 の 見 た示 現 の 中 で受 け た教 え につ いて

語 り， ペ テ ロは これ に対 して答 え た 。

「神 は人 を か た よ りみ な い か た で
，神 を敬 い義 を行 う者 は

どの 国民 で も受 け 入 れ て 下 さ る こ とが ほ ん と うに よ くわか っ

て き ’ま した 。」 （使徒 １０：３４－ ３５）

ペ テ ロ は キ リス トに対 す る証 と 自分 の神 聖 な使 命 に つ い て

語 り続 け た。

「あ な た は あ の御 言 を ご存 じで しよ う
。 … …神 は ナ ザ レの

イ エ ス に聖 霊 と力 とを 注 が れ ま した。 この イ エ ス は， 神 が 共

に お られ る ので ， よ い働 きを しな が ら， ま た悪 魔 に押 え つ け

ち れ て い る人 々 を こ と ご と くい や しな が ら， 巡 回 さ れ ま し

た。 予 言 者 達 もみ な， イ エ ス を 信 じ る者 は こ とご と く， そ の

名 に よ って罪 の ゆ る しが 受 け られ る と， あか しを し て い ま

す 。」 （使 徒 １０＝３７，３８， ４３）．

ペ テ ロが これ らの言 葉 を ま だ 語 り終 え な い う ちに 「そ れ を

聞 い て い た み ん な の人 た ち に， 聖 霊 が くだ った」。

ヨ ッパ か らペ テ ロ と一 緒 にや って 来 た兄 弟 た ちは 「異邦 人

た ち に も聖 霊 の賜 物 が 注 が れ た のを 見 て ， 驚 い た 。 そ れ は彼

らが異 言 を語 っ て神 を さ んび しい る のを 聞 いた か らで あ る」

この驚 くべ き事 件 を見 て ， ペ テ ロ は 「み た ま 」 に導 か れ て

大 声 で 言 った。

「『この人 た ちが わ た した ち と同 じ よ う に 聖 霊 を 受 け たか

らには ，彼 らに水 で バ プ テ ス マ を授 け るの を， だれ が こば み

得 よ うか 』 。 こ う言 って， ペ テ ロは そ の人 々 に命 じて ， イ エ

ス ・キ リス トの名 に よ っ て バ プ テ ス マ を受 け させ た ……」

（使 徒 １０：４７， ４８）

異諦人が教会に加入することを許されたと聞いた時の，ユ

ダヤの兄弟たちの驚 きを想像 して下 さい。ペテロがエルサレ

ムに掃 ったとき，彼 らはこう言ってペテロをとがめた。

「あなたは，割礼のない人たちのところに行って，食事を

共にしたということだが」。

そこで，、これらユダヤの律法からの根本的な離反について

すべての状況を説明する必要をペテロは感 じた。彼は自分が

受けた示現 と，コルネリオからの招きについて語 り，次の言

葉で彼の説明を終えた。

「そ こで わ た しが語 り出 した と ころ
，聖 霊 が， ち ょ う ど最

初 わ た した ちの 上 に くだ った と同 じよ うに， 彼 らの上 に くだ

っ た。 そ の時 わ た しは， 主 が 「ヨハ ネは水 で バ プ テ ス マ を授

け たが ， あ なた が た は聖 霊 に よ って バ プ テ ス マ を受 け るで あ

ろ う」 と仰 せ に な っ た言 葉 を 思 い 出 した 。」 （使 徒 １１；１５）

ペ テ ロ は， 至 高 な る神 の御 心 を 知 り， こ う断言 した 。

「この よ うに
， わ た した ちが 主 イ エ ス ・キ リス トを信 じた

時 に下 さ っ た の と 同 じ賜 物 を， 神 が 彼 らに もお与 え にな った

とす れ ば， わ た しの よ うな者 が ， ど うして 神 を妨 げ る こ とが

で き よ うか 。」 （使 徒 １１；１７）

そこでユダヤの兄弟たちは， 「これを聞いて……，神をさ

んびして，それでは神は，異邦人にも命にいたる悔改めをお

与えになったのだ。 と言 った」 （使徒 １１：１８参照）

その時以来，福音は多くの地方，多 くの国民にのべ伝えら

れた。

キリス ト自ら，人々に教えと導きを与えておられた時に，

なされた奇蹟の中に，私達は，完全なる人間を通 して表わさ

れる神の力を見ることができる。また 「使徒行伝」には，主

の業に召され，聖任された資格ある人を通 して神の力が働い

ているのが見られる。 しかし，これらの使徒たちは， この重

要な区別となる特質を除けば，平凡な人間であった。私達は

また，ｒ福音が選ばれた少数の者から多くの者へ と，全世界に

広がって行 ったのを見ることができる。

福音は，・キ リス ト教の最も初期の時代においてさえ，万人

に与え られるものとなった。それはあたかも，きたるべき万

人の希望と喜びを創造主が意味していたかのようである６

１２月 の サ ク ラ メ ン ト ・ジ ェ ム

大 人 日曜 学 校
「神はそのひとり子を賜わったほどに， この世を愛 して

下さった。それは御子を信 じる者がひとりも滅びないで，

永遠の命を得 るためであるゴ （ヨハネ ３：１６）

子 供 日 曜 学 校

「愛 す る者 た ち よ。 わ た した ち は 互 に 愛 し合 お うで は な

い か 。 愛 は ， 神 か ら出 た もの な の で あ る」 『 ’

（１ヨハ．ネ．４｝：肇）

４８９
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ポ ｒ ル の

サ ン タ ク ロ ー ス

ドン ル ド ウ イ ツ ト

寒 さで震 え なが ら， ポ ール ・サ ン トス は ぶ つ ぶ つ ひ と り言

を言 っ て通 りを歩 いて い ま した 。 「ま った く， け っ こ うな ク

リス マ ス イ ヴ だ よ」 「い っ たい み ん なは ぼ くを ， い や サ ン タ

ク ロ ース を， な ん だ と思 って る んだ ろ う」 ポ ール は た くさん

の包 み の は い っ た重 い車 を 引 くのを恥 し く思 い ま した。 大勢

の人 々 で混 み合 っ て し）ち 歩 道 を さ けて ， ポ ーノヒは 長 ぐつ で 固

い氷 を砕 きな が ち路 ば た の みぞ を と ぼ と ぼ と歩 き ま した 。

４９０

若人の ペー ジ

「ち え
っ ／な ん だ って い うん だ い 。ま った くば か げ て い るよ，

ラ リス マ スな ん て ／」 そ う思 う と彼 の足 は早 くな りま した。

ポ ール ・サ ン トスは ，１大 き な 町 の は ず れ に あ る裕 福 な食 料

品 店 の ５人 兄 弟 の末 っ子 で した 。 お 父 さん は ア ン トニ オ ・サ

ン ．・トス といい ， そ の あた りの有 力者 で した。．お父 さん の名 誉

も， や さ しい お母 さん の忍 耐強 い古 風 な気 質 も， ポ ール に は

少 し も関 係 の な い こ とで した が ， ポ ール は怒 りっ ぽ い青 年 で

学 校 で は， 金 持 ち の友 達 か ら， あ ざ け られ るの が い や で し

た。 こ の ク リスマ スイ ヴに ， 見捨 て られ た人 々 の た あ に とい

って 親 は， 子供 を 親 切 な よ う精 に した て て， 情 け深 い恩 人 顔

を して い る， そ うポ ール は 思 い ま した。 人 々 の あ ざ け り声 が

耳 につ き，ポ ∴ル は ， しば ら くの 間不 平 を こぼ し て い ま し

た。 す る と， どこか 遠 くか ら 「さ あ， ホ ール の飾 りつ け を し

よ う」 と い う声 が ， さわ や か な 夕 べ の 中 に 聞 こえ て き ま し

た。

「な あ
， み ん な ， サ ン トス が ぼ く ら とい っ し ょにパ ー テ ィ

ーへ 行 けな い な ん て
， ま っ た くか わ い そ うな話 じや な い か 。

マ マ の言 う こ とを きい て， 包 み を持 って ど こか へ 行 か な き ゃ

な らな い のか い， サ ン タ ク ロ ー ス さん ？」

潔 一ル の 目 に は涙 が あふ れ て き ま した。 そ して， 走 り出 し

ま した。 氷 の よ うに冷 たい 吸 い 込 ん だ空 気 が 肺 を つ き さ し，

せ き こみ なが ら彼 は歩 道 のへ りを け りつ けま した。

あ た りが 暗 くな るにつ れ て ， 気 分 も しだ い に ゆ うつ に な り，

め ざ す家 の あ る み す ぼ ら しい 通 りに入 る につ れ て ， ポ ール は

ま す ます イ ライ ラ して き ま した 。 しか し， ポ ール は決 して悪

い子 で は な か っ た の です 。 ま っ た くき きわ け の悪 い子 供 とい

うわ け で は あ りませ ん で した。 「マ マ とわ た しの た め な ら，
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き っ と行 っ て くれ るね 。 そ うだ ろ う， ボ ール ？」 お父 さん に

こ う言 わ れて ポ ール はや ６て きた の で す。 ’

ポ ー ル １ま他 に お父 さ ん の言 っ た こ とを考 え て み ま した。

「そ この家 は
， お父 さ んが 二 年 前 に亡 な り， お母 さん は身 体

が 弱 くて ， とて も貧 しいん だ よ。 そ れ に お ま え ほ ど幸 福 じゃ

な い小 さ な子 供 が 二 人 い るん だ 。 だ か らこれ を そ の子 た ち に

持 って い って も らい た い ん だ よ。 だ け ど， ど こか ら来 たか は

絶 対 に言 っ ち ゃい けな い。 人 に 物 を あ げ る時 は， 口 をつ ぐむ

もの だ 。」 ．

「幸 福 って な ん だ ろ う」 ポ ー ル は思 い ま した
。 「ち っ と も

幸 福 なん か じ ゃな い よ」。

や っ と 目的 の 家 を 見 つ け ま した。 あ ま りに も小 さ く， あ ま

りに も古 ぼ け た家 な の で ポ ール は驚 いて しま い ま した。’身 震

い を して ，車 を 引 き寄 せ な が ら， 彼 は暖 か い が っ し り した 自

分 の 家 の こ とを考 え ま した。 中 か らは， きれ いな 歌 声 が 聞 え

て き ます。 「ね ど こ もな く， イ エ ス さま は， か い ば お けに ね

んね した …… 」 ポ ール は ， の どに こみ あ げて くる ものを感 じ

ま した。

ポ ール は ドアを た た きま した。 歌 が や み， 少 しして か ら ド

アが あ き ま した。 ドア を あ け た婦 人 の背 は ポ ール よ りも低 く

や せ て い て彼 の半 分 もな い よ うで した。 母親 の ぼ ろぼ ろに な

った 服 に しが み つ い て い る幽霊 の よ うな小 さ な子 供 た ちは，

目だ けが ギ ョロギ ョ ロ して い ま した。

「な に か ご よ うで す か」

ポ 』ル は息 を の ん で言 い ま した。 「実 は， み な さん に楽 し

い ク リス マ ス を送 って い た だ き たい と思 って い るデ あ る友 達

のつ か い で や って きま した５ 神 の み恵 みが あ ります よ うに」

ポ ール が い くつ か め包 み を持 って きて ， む き出 しの床 の上

に置 く と，婦 人 は驚 い た よ うに わ き に身 を よ けま した。

ポ ール は そ の家 を去 りなが ら， 最 後 に も う一 度 ふ り返 って

み る と， ドアの そ ば に凍 りつ い た よ うに立 ちす くん で い た 三

人 の姿 が急 に動 き 出 しま した。 少 さ な女 の子 が一 つ 包 み を あ

け る と， 弟 も別 の包 み を あ け ま した。

「お か あ ざ ん
， 食 べ 物 よ ／ うわ あ， お あ か さん，『おか あ

さん， これ私 の洋 服 よ ／ 、ま あ おか あ さん に もジ す て きな ゴ．

一 ト！ やつば りサンタが来たんだわ！」 ・

やせて小さな母親 は，あま りの感激に胸がいっぱいになり

そめ荒れはてた家の中にもた らされた恵みにあらわす言葉 も

なく，ポールの後姿に向かって叫びました。 「主があなたを

祝福’した もうように。あなたは私の祈 りに答えて下 さいまし

た。主のみ恵みが豊かにありますように！』

「おかあさん
，こっちへきて！」

母親 は ドアを しめました。

人々は，’アントニオの息子，ポール ・サン トスが，か らに

なった赤い車を引きなが ら顔中を光 り輝か し，歌声を響かせ

て歩いてい く姿 に目をとあました。 「も１ろびどこぞ りて，迎

えまつれ！」

御 亀
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知 恵 の

管理監督

言 ’葉

ジ ヨ ン Ｈ． バ ン デ ン バ ー グ

合衆国西部のグラン ドキャニオンを訪れた人な ら， この大

峡谷の広大 さに畏れをいただくことで しょう。幅 ６キロから

３０キロにおよび深い所では淵か ら２キロ以上あります。 これ

を見た入は， このように地表が割れたのは，非常な力か激 し

い震動によるのだろうと考え．ることでしょう。

けれども，現在は谷底を小さくリボンのように流れてはい

ますがコロラド川の絶え間ない浸食によってこの大峡谷は形

成されたことが報告されています。

ごれと同じように，規則を破る小さな行為や定められた律

法に背 くことが，私たちの入生に悲 しいみぞを作 ります。

１３６年前，私たちの人格を形成 し，永遠の生命に到達する

ための行動と考えを導 く啓示が与え られました。 この啓示 と

は， 「これ一つの智恵の言葉なり，噛……すなわち，これ らは

今聖徒 と呼ばれ，或いは聖徒 と呼ばれ得る者にして虚弱なる

者，およびすべての聖徒中最 も虚弱なる者の能力に適応する

約束を有て原理 として下さるものなり。見よ，誠に主はか く

の如く汝 らに告げたもう。すなわち，末の世に於て悪 しきを

企つる人々の心中に現在存 し，』また将来在 らんとする悪の企

図とのために，われ啓示によりでこの知恵の言葉を与えて今

４９２

や汝らを警め，また汝 らを預め警むるものな り。Ｊ（教義と聖

約 ８９：１， ３～ ４）です。

主は， とりわけタバコ，強き飲料，熱き飲料の使用につい

て警告されています。知恵の言葉は 「虚弱なる者の能力」に

適応されるので，タバコや飲料にどんな害があるかを質問す

る人 もいます。多くの人々は， 自分の生活を振 り返つて， ア

ルコール中毒，癌，心臓病に冒された生活，特に主の言葉に

聞き従わず もたらされた霊的損失を思い起 こし， この質問に

答えるごとができます。

私たちは若人の肉体的健康だけでなく，霊的健康について

も関心を寄せているのです。知恵の言葉は， 「今聖徒 と呼ば

れ，或いは聖徒と呼ばれ得 る者にしてすべての聖徒中最 も虚

弱なる者の能力に適応されます。神の王国で進歩 したいと思

うならば，知恵の言葉はそれを始めることのできる道です。

知恵の言葉を守ることは，人格形成への道です。知恵の言葉

を破 るその結果は重大です。なぜなら，その人は天父の霊的

な世界から放 り出されて しまうか らです。

こういう言葉があります。

「健康を害すれば，何かを失 う。人格を失えばすべてを失

う。」

教会の指導者たちが知恵の言葉を強調するのは，それが最

大の戒めであるか らでな く，霊性を築 く第一歩だか らです。

若い神権者，教会の若い女性は， 「末 日に謀 り事多き人々の

心に宿 る悪 とたくらみ」の誘惑を しりぞけなければなりませ

ん。

こういった悪の力により，若人は喫煙，飲酒，一杯のコー

ヒ．一や紅茶を何 も悪いことではないと信 じこみ，その結果悪

のたくらみを広めさせるために何億 というお金が費されてい

るのでず。けれ ども，主の言葉ははっきりとしています。ど

んな主張や言いわけやスローガンも主の戒めを変えることは

できません。主は僕を通 して次のように言われました。

「あなたがたは神の宮であって，神の御霊が自分のうちに

宿 っていることを知 らないのか。 もし人が，神の宮を破壊す

るなら，神はその人を滅ぼすであろう。なぜな ら，神の宮は

聖なるものであり，そして，あなたがたはその宮なのだから

である。」（１コリン ト３：１６～１７）

主は私たちを愛するゆえに，私たちの霊の宮を汚 させよう

とする罪の力に対 し，警告を発 したもうているのです。知恵

の言葉は，教会の若人にとっての原則であり，その上にこそ

人格を築き上げることができるのです。
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信頼 と従順を学ぶ家庭

私たちは，約 ７年前娘が幼児の祝福を受けた， ５月の美 しい 日曜 日の

ことを幾度 とな く思い出 します。若い軍人だ った父親は，叔父 と監督 と

共 に娘を見，名前 と祝福を与え， さらに父親 としての祝福を授ける権威

をもって，主の御霊 によ り頼み，神権者の輪の中に立 って力づけられな

が ら言いま した。

「私 はあなたをメ リッサ ・マ ドセンと命名 し
，父親 として私 に与え ら

れている唯一の権利と特権をもって， あなたを祝福いた します。」 その

儀式が終 った時，若い両親の娘 に対す る強い望 みは，天父のもとに結び

固め られたのです。

リチ ャ ー ド Ｈ．マ ドセ ン

ドラ リー

その後まもなくのこと，私たちはさきの出来事をよ く考え

私たちの責任はメリッサを従順 な娘に育て，両親 として願 っ

た祝福が受けられるように準備 してあげることだと思いまし

た。天か ら授かった賜を，責任ある従順な人に育て上げて初

めて，真の幸福が私たちに訪れ るのです。

６年の間メリッサのおかげで，私たちは信頼，尊敬，従順

正直 という言葉の意味を絶えず心の中であ らたに してきまし
も

た。 ６歳の子供の目や耳は，両親がこれ ら昔からの教訓を，

Ｄ． マ ドセ ン

神聖なものとしているか どうかをよく見ているものです。

メリッサが，遊んでいて頭に深い傷を受けた夜のことをよ

くおぼえています。私たちは整形外科医にみてもらうため，

車で病院へかけつけました。 しばらくすると，看護婦や，医

者，車を押す人，付添人，その他当惑 した表情の人々がまわ

りを囲む中に寝かされて，メリッサは目をさまし，おびえて

いました。父親め手をっめで傷つ くほどつかみ，母親の慰め

るような顔をじっと見つめながら，医者が切 り口を縫い合せ

４９３
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両 親 が 子 供 に

た時，メリッサは尻ごみを した り泣いたりせずに横になって

いました。恐ろしく混乱 した中で，彼女が両親を信頼すると

いう教訓を学んだことは明らかでした。そして，それがメリ

ッサを落ちつかせたのです。

メリッサ ー 責任を果たす

メリッサが両親に対する従順を示したことにより，両親 も

娘を信頼するようになりま した。ある朝，父を職場に送 り届

けた後，ワサ ッチ ・ブレバードを車で走っていると，私の家

の後にある山が火事だと教えられました。何百人 もの人がや

ぶの火を消そうとしているように見えました。火事は家のす

ぐ後でした。わあき声や騒音の申を通 り道路を上 っ て来 る

と，消防車が家を囲んでいました。急いで車をとめると，母

はこの火急の事態をなんとか しなければな らないと思いまし

た。また，自分と一緒にいた ４人の子供たちも守らなければ

ならないと思いました。すばや く，何 も言わずに ６歳のメリ

ッサに赤ん坊を抱かせると，他の子供たちの手をとって近所

の家へ向かいま した。彼女は最年長のメリッサに，自分が戻

るまで妹たちの世話をするように言いつけました。小さいな

が らもメリッサは，す ぐに自分の責任を理解 して赤ん坊をな

だめ， ２人の妹歪隣家で安全に守ったのです。

４９４

延焼の危険がなくなり，消防車のサイ レンが鳴 りやみ，夜の

静けさがおとずれると，小さなメリッサは両親に， こわかっ

たことや母親と家の無事を心配 していたことを打ち明けまし

た。彼女は自分に与えられた責任を理解 し，母親の言いつけ

に従い，後でこわかったことを慰めてもらえる時まで待って

いたのです。母親が ６歳の娘に与えた大きな責任は， 「第二

の天性」 とも言 うべきものでした。母には，メリッサはこの

仕事ができることがわかっていました。メリッサは言いつけ

に従 うことを知っていました。

テ ィモ シ ー 一 チ ャン スは ２度 な い

両親として，子供が家庭のきまりに従 う姿を見るほどうれ

しい ものはあ りません。家庭でのきまりは，従順な子供を育

てる上での基礎 となるものです。 ６， ７歳になると，家庭で

の食事時間や，寝 る時間を守ること炉できます。おもちゃで

遊ぶ時には新 しいおもちゃを使った り，ゲームをする前には

それまで使ったおもちゃを片づけなければならないこともわ

かります。子供というものは，遊びのきまりに従い，友だ．ちを

大切にすることによって，家庭を大切にすることを 学 び ま

す。また友だちの家に呼ばれた時には，出かける前に母親の

許可を得た り，友だちの家から自分の所在を母親に知 らせな

１
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与 え う る最 大 の 贈 り物 は 信 頼 と従 順 を 学 ぶ 家 庭 で あ る

ければならないことを知る必要があります。

健康の法則は，子供の成長にとって大切なものです。食事

前に手を洗い，食後に歯を磨 き，適度に入浴 して体を清潔に

し，戸外で活発に活動をし，夜は十分に休息をとるといった

健康に良い習慣をつけることは簡単です。

警察官，日曜学校の先生，妹や弟，隣人など，他人を大切

にすることは，両親の模範を見習って得 られるものです。神

様の戒めを尊重する気持は，天父に対する祈 りを通して，．子

供の心に育まれてゆきます。子供が家族の祈 りをするのを聞

くことは，両親にとってこの上 もない喜びです。

最近私たちは新聞で，ティモシーというメリッサと同じ年

頃の男の子についての記事を読みました。 ある晩，母親は下

の ２人の子供が鎮静剤を飲んでいるのをみつけました。ティ

モシーは何 も飲んでいないと言いました。母親は３人の子供

を病院に連れて行き， ２人の子は胃を洗浄 しました。ティモ

シーはなおも自分は飲まないと言い張るので，胃を洗浄 しま

せんでした。子供たちは皆帰宅 し，床 につきました。朝にな

って母親が子供たちを見に行 くと，下の子供たち ２人はすっ

かり直っていましたが，ティモシーは死んでいました。 この

幼ない子が，従順という人生の大いなる教訓を学ぱなかった

ことは，悲 しむべきことです。嘘のわかるのが遅すぎました

チャンスは２度ないのです。

両親と子供のために

ベンジャミン王は，死ぬ少し前に，多 くの親や子供たちに

話 しました。

「……またお前 たちは自分の子供 らが神の律法に背き互い

に争ったり戦った り∴…，お前たちは自分の子供 らに真の道

を行う事と……互いに愛 し互いに助けねばならぬ事とを教え

るであろう」 （モーサヤ４：１４～１５）

これが両親に与え られた勧告であるならば，子供にとって

もよい戒あであるはずです。親 と子がこの訓告に心をとあて

こそ，幸福がもたらされます。両親は，絶えず与えられる天

父よりの助けと聖霊の賜を受けて，模範による導きと教えを

与えることに より，この貴い霊が成人になってゆく時に安心

感を覚えるのです。 ６， ７歳の子供が，神の戒めや家庭のき

まり，社会のルールに従い成長 し，進歩する時に，両親の喜

びは大きい ものです。

両親は子供を愛 し，天父の導きを受けて，子供 たちが幼児

の時に受けた祝福 と約束をよ く理解できるように助ける努力

をしなければなりません。主は，子供が善いことをする時に

その両親に大きな喜びを与えて下さいます。子供の視福は両

親の祝福につながるものなのです６

４９５
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わ た しをあ なた の心 に置いて 印 の よ うに し， あ な

たの腕 に置 いて 印の よ うに して くだ さい。 愛 は死

の よ うに強 いか らです。 （雅歌 ８：６）

愛 の 力
リ ンゼ ー Ｒ カ ー チ ス

その日は肌寒い， じめじめとした何とも言い表わしようの

ない，ふつうの医者な ら誰でも，忘れて しまいたいような夜

で した。 しか し，私には決 して忘れられない夜でした。

かれこれ ３ケ月の間，私の父は病気のため足を動かす こと

ができず，一時的にでしたが話 も途切れがちでした。足は回

復する見込みもないかのように思われました。 しか し，父は

幾分途切れがちでしたが徐々に，話せるようになりま した。

９４歳の年まで，父は充実 した実 り多い人生を過ごしてきま

した。そして父は，母にとって昔か らの忠実な恋人であり，

１０人の子供には少々甘やか しすぎる父親でもあったのです。

かなりの高齢でしたが，私たち子供や孫たちは皆，以前の父

のような頑健な体を取 り戻せるよう願い，祈 りました。

大家族の中でただ一人医学にたずさわる者 として，私は父

を家か ら６０キロも離れた病院に入院 させていましたので，父

の近 くにあって，より一層注意して看護することができまし

た。 しか し，生きて再び家へ戻ることはできないことが次第

にはっきりしてきました。手あつい看護の甲斐 もなく， ３ケ

月後には，かっては強健だった父の体は，長い間よく父に仕

えてきて，今では， 自分で直 し得ないことを物語っていまし

た。横になって，休息をとりたいといっているかのようで し ．

た。

そして今やこのおそろしい真夜中に，父の脈は弱 くなり，

ほとんど感 じられなくなりました。体温は平熱以下にまで下

りました。血圧はさだかでなく，ゆっくりと下 っていきまし

た。 これらの反射作用が一つずつ消え失せた時，それは生命

の衰えを示 していました。回復の希望 もないまま ３ケ月の間

闘ったあげ く，父の雄々 しい心をもってしても， もはや回復

ののぞみがなくなったことがはっきりしたのです。父は臨終

の床にありました。

私がまっ先に考えたことは，母を嘆かせてはいけないとい

うことで した。 というのも，母の健康状態は思わしくなく，

最 も良い時でさえ，あまり安心できる状態ではなかったか ら

で した。母の眠りを妨 げることは良 くなかった し，６０キロの

旅に，寒い晩外へ連れ出すわけにはいきませんで した。父が

死ぬ前 に会うことはできないにちがいありません。そして，．

もし父が死ぬ前に到着できて も，目をさましそうもない深い

昏睡状態にあって，医者 も手の施 しようがない最悪の状態に

あるのを見 るだけでした。

しかしその時私はふと考えました。６６年間もつれそった両

ｉ親は，父の現世での最後の一時を一緒にいたいと思 うだろう

と。たしかにこれは神聖な権利であり，私が考えつくいかな

るこの世的な理由よりも重大であったのです。私は， もし私

が彼 らのこの特権を否定 したなら両親は私を許 してはくれな

いだろうと思いました。

大変な努力をして，私の母は家か ら病院までの旅を したの

です。母は急いで，．夫のベ ッドのそばに車椅子に乗ってきま

した。何か重大なことがある時には，母 はどうしても車椅子

から立 ち上 らなければなりませんで した。母は車椅子からよ

うやく体をおこすと，自分の足で立ちました。ふらついた足

で立って，母は父の青白い顔を傾け，以前に何度 となくそう

していたように，父の薄 くなった灰色の髪の毛をやさしくな

でつけました。母は涙 もみせず，すすり泣きもしませんで し

た。ただ，顔をうつむけると父のひたいにやさしく接吻 し，

それか ら耳 もとで父に話 しかけました。 「お父さん，あなた

を愛 していますよ」

父は晩年，次第に耳がきこえなくなったことを悲 しんでい

ましたが，母が話 しかける時にはいつも聞きとることができ

ました。そ して今 も， この死に臨んでいる人に，素晴 しいこ ’

とが起 こったのです。急に，けれどもゆっくりと，涙が彼の

目にあふれたのです。涙が頬を伝わ りおちた時まさに脈が速

くなったのです。血圧は上 りはじめ，反射作用はゆっくりと

もとにもどりました。はじめはほとんどわか りませんでした

がたしかに父は昏睡状態か ら目をさまし始めました。

我々は母一入を残 して部屋を出ました。

我々が戻った時，父は再び昏睡状態に入 っていました。け

れども母は言いました。
「私たちはとて も大切なことについて一番素晴 しい話を し

ました。」

医者でなくて もあなた方は，地上で生命と死の間にあるみ

ぞに橋をかけることができるただ一つのものが 「愛」である

と，知ることができるのです。

４９６
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伝 道 部 長 会 メ ッセ ー ジ

難

、衡 ジ 颪

日 本 沖 縄 伝 道 部

（岡 崎， 鈴 木， 中 村）

１１月１０日 マッコンキー長老をお迎えして開かれた特別大

会において，中村晴兆兄弟が第二副伝道部長 に任命されまし

お。

「クリスマスのプレゼントに何が欲 しい？」と問われたう

貴方は先ず何とお答えになるだろう？ 家 ？車 ？人形 ？キャ

ンディー？「永遠の生命」と答える人は数少ないであろう。

この世で最大最高の贈り物，……それは神より遣わされたイ

エス ・キ リス トであった。 「神はそのひとり子を賜わったほ

どにこの世を愛して下 さった。それは御子を信ずる者がひと

りも滅びないで永遠の命を得るためである。神が御子を世に

つかわ されたのは世をさば くためでな く，御子によって， こ

の世が救われるためである。（ヨハネ３＝１６～１７）。神様は御

子を信ずる者が一人 も滅びないように，自分の息子を最高の

プ レゼン トとして私たちに与えて下 さったのである。

「人がその友のために自分の命を捨てること，これよりも

大 きな愛はない」（ヨハネ１６：１２）とキ リス ト御自身 も言われ

ているように，この偉大な愛の贈 り物，救いの計画が天上び

私たちに知 らされた時，神と共にあって私たちは大いに喜び

歓声をあげたのであらた。しかるに今 日， この偉大な贈 り物

を軽視 し，喜ばない風潮が全世界を倹力に支配 しようとして

いる。国は国ぜ敵対 し戦争を起し，国内では騒乱，公共物の

鐵

破壊，殺人，誘拐事件等，末日における主の

予言を成就するかの如 くすさまじい事件がお

こっている。他人を思いやる温かい愛の気持

は衰うえ，ひからびた無味乾燥な人間が作 ら

れっつある。このような時代にあって私たち

は一体何を目標に生きれば良いのだろうか ？

ここに至って天父の偉大な贈 り物，主イエ

ス・キリス トを想い起すのである。「すべて重

荷を負 うて苦労 している者は，わた しのもと

にきなさい。あなたがたを休ませてあげよう。

わたしの くびきを負 うて，わたしに学びなさ

い。そうすれば，あなたの魂に休みが与えら

れるであろう。」 （マタ・ｆ１１＝２８～３０）

「わたしは平安をあなたがたに残して行 く。

わたしの平安をあなたがたに与える。わたしが与えるのは世

の与えるようなものと異なる。」（ヨハネ１４：２７）私たちが今一

番望んでいるものは心の平安ではないだろうか ？ 他人が自

分を思いやってくれ る愛の心ではないだろうか ？ 自分に平

安が欲 しければ他人 も欲 しいに違いない。自分に世の中の平

和が欲しければ他人 も欲 しいに違いない。従 って，平和を作る

者でな くてはならない。キリストはこの道理を誰にでも分る

言葉で説いておられる。「だから何事でも人々か らして欲 しい

と望むことは人にもそのとうりせよ， これが律法であり予言

者である」これこそキリス トの精神であり， クリスマスの孝

ッセージである。クリスマスを迎えるに当って私たちは意味

のない儀礼的なプレぜン トの交換のみによって，天 父から与

えられた偉大な賜物を記念するクリスマスの精神をあいまい

なものとすることを避けようではないか／ 世俗からしばし

離れて，主の深い御旨を しみ じみと熟考 して見ようではない

か，そして天父が私たちに一番何を望まれているか考えて見

ようではないか．／ そうすれば自ずと，今私たちにとってど

うするこ．とが べ．ス トであるか分 るに違いない。 「すべて重荷
ギド

を負うて苦労している者匿わたしのもとにきなさいρあなた

貴方がたを休ませてあげよう。」と主は言われたが，世の中の

人々が求めているもの１ま，まぎれもなくこのキリス トの大き

な愛であり平安であると思 う。クリスマスに当って， この素

晴 らしいキリス トの愛の福音を分ち合うことが出 来 る よ う

に。人々が神を知 りキ リス トを知 って天父が最 も私たちに望

んでおられる永遠の生命を得 られるように。 「永遠の命 とは

唯一の，まことの神でいますあなたと，またあなたがたがっ

かわされたイエス ・キリス トを知ることであ ります。

４９７



岡町支部献堂式の祈 り

十二使徒 評議員会会員

エ ズ ラ ・タフ ト・ベ ンソ ン

天 に在 しま し、全 知 に して永 遠 の我 らの 霊 の 父 な る神 よ、

汝 の御 子 、 我 らが救 い 主 、 購 い主 、イエ ス・キ リス トの 御 名

に よ りて 我 らは汝 の聖 き御 座 に近 づ か ん とす る もの な り。

聖 な ろ父 よ、 汝 の 見給 う如 く我 らは 汝 の 偉 大 な る王 国 と教

会 の会 員 と して、 ま た汝 の 息 子 、娘 と して 、建 物 を奉 献 す る

べ くこ の 美 わ しく新 ら
．し き宮 居 に集 い しもの な 駐。

聖 な る父 よ、 今 宵、 我 らの 心 は喜 び に満 され汝 の与 え給 い

しす べ て の 祝 福 の た め に感 謝 し奉 る。 我 らは福 音 の 回 復 を

感 謝 し奉 る。 汝 が愛：す る御 子 、 我 らの長 兄 、 イエ ス ・キ リ

ス トと共 に神 の 予 言 者 に現 わ れ給 い しこ と に感 謝 し奉 る。

天 使 が この 地 上 を訪 れ重 要 な鍵 を回復 し神 権 が 回復 さ れ、 』

汝 の偉 大 な教 会 と王 国 が この 地 上 に再 び 設．立 され しこ と に

感 謝 し奉 る。 御 父 よ！我 らは聖 書 の真 実 な る こ と と、 イエ

ス・キ リス トの聖 き使 命 が モ ルモ ン経 を通 して新 ら し く証 詞

され給 い しこ とに感 謝 し奉 る。 福 音 の 成 就 、 す な わ ち、 長

い暗 黒 の 夜 よ り この地 上 に 回復 され し栄 光 に満 ち た救 吟の

教 義 に感 謝 し奉 る。 お ・御 父 よ、我 ら を して救 い の偉 大 な

計 画 の 豊 か な祝 福 に与 か る者 に選 び しこ と を感 謝 し奉 る。

ジ ョセ ブ ・ス ミス よ り我 らが 愛 す る現 代 の 指 導 者 、 デ ビ ド・

０ ・マ ッケ イ 大管 長 に至 る ま で、汝 の この世 に於 け る御 業 を

４９８

導 び き管 理 し続 け し高貴 な る人 々 に感 謝 し奉 る。聖 な る父

よ、 汝 の この地 上 に於 け る代 弁 老 と して仕 え し僕 、 我 らが

愛 す る大 管長：を祝 し給 わ ん こ と を。願 わ くは詳 これ か ら先 、

幾 年 月 も この 僕 を生 き永 らえ させ 給 うて 、 十 分 に健 康 を祝

し、 我 らと共 に あ らん こ と を。 我 らは汝 の教 会 の偉 大 な神

権 並 び に神 権 定 員会 と グル ー プぱ た聖 な る神 権 の 権 能 の 下

で 聖 な る儀 式 を執 り行 う忠 実 な る人 々 に感 謝 し奉 る。偉 大

な補 助 組 織 に感 謝 し奉 る。我 らが母 や 妻 らの手 に よ りて成

る偉 大 な る扶 助 協 会 に特 に感 謝 し奉 る。 扶 助 協 会 の 人 々 の

生 活 の潔 さ と献 身 的 な奉 仕 、 夫 及 び 息 子 達 の神 権 １こ対 す る

支 持 に感 謝 し奉 る。 聖 な る御 父 よ、 老 い た る者 に も、 若 き

者 に も福 音 を教 え る偉 大 な 日曜 学 校 の与 え られ しことを、ま

た 特 に汝 の教 会 の若 入 の 間 で信 仰 を築 き、 文化 的 活 動 及 び

霊 的 な レク リエ ー シ ョ ン を遂 行 す る偉 大 なＭ ＩＡ（相 互 発 達

協 会 ） の与 え られ しこ と を感 謝 し奉 る。 我 らが 子供 達 の た

め に奉 仕 す る偉 大 な初 等 協 会 の与 え られ しこ と を感 謝 し奉

る。 我 らは 汝 が教 会 に偉 大 な教 育 プ ロ グ ラム の存 す る を感

謝 し、天 父 よ、何 辛 これ らの教 育 に たず さわ る責 任 を持 ち た

る人 々 を祝 し給 え と祈 り奉 る。 我 らは今 宵 、 特 に汝 の教 会

の この偉 大 な宣教 師 制 度 に感 謝 し奉 る。



転

Ｌ

回復 され し福音のメッセージを聞 き、それを受けいるる勇

気と知恵と信仰 を持ち続け し、 この偉大な日本の国民の忠

実な信仰深 き男女 を感謝 し奉 る。御父よ、何杢 この偉大な

宣教活動 を祝 し、伝道部、地方部、支部 を管理すべ く汝に

召 され給い し人々並びに宣教師達 を祝 したまえ。彼らに信

仰 と識別の御霊と勇気と、いっ も汝 に忠実に奉仕 しょうと

する決心 を与 え給え。信仰深い妻 とその息子達 と共にこの

伝道部の管理の業をなすために召 されたる汝の忠実 なる僕

のために祈 り奉 る。何杢汝がこの家族 を助け、祝 し、この

国民の前 に彼らを して偉大た らしめんことを祈 り奉 る。願
モ

わ くは、 彼 ら と共 に働 く人 々 を祝 し給 わ ん こ と を。 何 辛

この地 に於 け る汝 が ブ ドウ畑 の 汝 の御 業 が増 々栄 え 大 き く

・な らん こ と を
。聖 な る御 父 よ、我 らが 今 や 偉 大 な万 国博 覧 会

の た め に備 え られ し地 に在 るが 故 に 、 また 汝 の教 会 と王 国

とが こ の万 国博 に て公 開 され る故 に 、何 千 人 の 上 に何 千 人

の 人 を、更 に何 千 人 の何 百倍 もの 人 が この 万 国博 を訪 ず れ．

汝 が こ の偉 大 な る御 福 音 の計 画 の 中 に具 現 化 さ れ し汝 の 哲

学 を知 り、 彼 らが そ れ を受 け る 勇 気 と真 理 の 証 詞 を１受 け ら

る る た ぬ にす べ て の こ とが 、 よ く 運 ば れ ん こ と を祈 り奉

る。櫛 父 よ！ そ れ らの こ とが何 卒 計 画 され しま まに な さ る

る様 、 我 らを祝 し、 こ れ を前 に押 し進 め る時 に、 ぞ れが 偉

大 なカ の源 と な り、偉 大 な伝 道 の 媒 介 と な り、 多 くの人 楚 ’：

を真理の知識へと導び く手殺 となるべ く祝 し給え。天に在

します御父 よ、我らはこの美わ しき地 にて享受出来る自由

を心 より深 く感謝 し奉 る。選択の権利及び自由を感謝 し奉

り、この偉大な国の指導者達 を祝 し給わんことを祈 り奉 る。

何辛彼 らが汝 に霊感 され、汝の御前にへ りくだりて、霊感

と導 きを汝 に求 む るよ うに祝 し給 え。我 らは今ここに我

らと共に在席 さるこの市の市長及び市長 を助け共に働 く職

員の方 々のために祈 り奉 る。何卒彼 らが祝福 されて人々の

前にて偉大にならしぬられる様、またこの地域 に住 まう善良

な市民の福祉のために大いに貢献すべ く彼 らが数々の決定

をなさるよう、導びかれんことを祈 り奉 る。

御父よ、我 らは特 にこの美 しき建物の建造のたぬに貢献 し

たる信仰 と気力あふれる、男女を感謝 し奉 る。建築 を手伝

い し人の中には、教会の会員以外の人 もありし故 に彼らに

感謝 し奉 る。我 らは特に．この建物 を建てるために非利己的

な奉仕 と自分達の持 てる時間 と能力 を十分に使い し汝がブ

ドウ畑 の教会員に感謝 し奉 る。御父 よ、特 に教会 の建築宣

教師と して奉仕 した人々に心 より感謝 し奉 る。願 わくは、

彼らの必要 と希望に応 じて報いが与 えられんことを、また建

築 に た ず さわ り しす べ て の 人 々 が特 別 な る祝 福 を受 け られ

ん こ と を。

何 辛 汝 が 天 の 窓 を開 きて 彼 らに祝 福 をあ ふ る る如 く与 え給

うて、 彼 ら が増 々栄 え、 な を一層 、汝 の た め と、 汝 の 王 国

建誕 助けんがた蹄 それを使・・得 るよう１・祝 し給え、聖

な る父 よ、 汝 の 見 給 うが 如 く建 物 は 美 し く、 潔 く、 そ し

て 汝 の 子供 達 が 使 い得 る よ うにす で に完 成 され た り。 御 父

よ、 神 聖 を汚 す 様 な いか な る悪魔 のカ も この建 物 の 敷 居 を

ま た ぐ こ の と な きよ うに賢 明 に使 わ れ る よ うに 、また ここに

集 う人 々 が 汝 の 御 霊 の カ を感 ぜ られ る よ うに。 また こ こ を

訪 れ る人 々 が 霊感 と導 き．と、汝 の 予 言 の 御 霊 を受 け る こ と

が 出 来 る よ う に。 また 虚 偽 の教 え が こ の建 物 の 、 この 説 教

壇 や 、．どの部 屋 か ら も教 え られ る こと の な き よ うに祈 り奉

．、る。 そ して汝 の持 て る真 理 の み が 汝 の 子供 達 に現 わ さ れ る

よ う に。

何 奉 一 致 団 結 と愛 と調和 の精 神 及 び 真 の 兄 弟 愛 が あ る よ う

に。ま た この 支 部 と地 方 部 の教 会 員達 の この 集 会 に於 い て 、

多 くの彼 ら が 友 に快 い御 霊 を も た らす こ とが 出 来 る よ うに

祈 り奉 る。 聖 な る父 よ、 この建 物 が 完 成 され す べ て 費 用 も

支払 や れ た れ ば、 聖 な る十 二 使 徒 の職 、 神 の聖 な る神 権 の

権 能 を与 え られ、この建 物 を献 堂 す る権 威 を与 え られ しに よ

り、 汝 の 謙 遜 な僕 と して 今 我 は この建 物 を聖 な る 目的 に使

用 す る た め に 、土 台 よ り、 か た石 に至 る まで 、 あ らゆ る部

分 、 す な わ ち壁 、床 、 天 井 、 並 び にす べ て の備 品 、設 備 ・・

及 び この 土 地 に あ るす べ て の 物 を主 な る汝 に奉 献 し奉 る、

汝 が我 らの 謙 遜 な、さ さげ 物 を受 け ら る る様 に祈 り奉 る。我

らが 誠 実 に、また 感 謝 しつ つ 、ま た 建 物 が汝 の 目 に か な う よ

うに と祈 りっ っ 奉 献 し奉 る故 に 我 らの 謙 遜 な さ さ げ物 を受

け らる る様 に祈 り奉 る。 願 わ くは 天 災 よ り この建 物 を守 り、

い か な る危 険 もや っ て 来 て こ の建 物 を破 壊 せ しめ る こ との

な きよ うに。 そ して この建 物 が幾 年 月 に もわ た り、 こ こに

建 ち、 汝 の 子 ら の信 仰 と誠 実 な愛 の現 わ れ の記 念碑 と な る

よ う に。 ま たこあ市 及 び この 市 の 周 辺 に 艮 き影 響 を与 え 夢

よ うに斬 一り毒 るδ御 矢 よ、我 らは この建 物 を神 聖 な る 目的 の

た め に御 前 に捧 げ奉 る、 さ らに我 らは汝 と汝 の 誓 約 と に我

らの 生命 を再 び 捧 げ 、汝 の 戒 め を守 り福 音 に生 き、信 仰 に

真 実 で あ り、 この建 物 を建 設 的 に使 い 、決 意 を新 に して 、

汝 に仕 え、 我 らが証 詞 を年 を経 る ご と に強 くな さ ん とす る

もの な り。 聖 な る御 父 よ、 こ れ らの 祝 福 を願 い奉 り、感 謝

の 気拷 と共 に我 らの 救 い 主 、 購 い 主 、主 イエ ス ・キ リス トの

御 名 によりて、心 よりこの建 物 を奉 献 し奉 る。 一 ア ー メ ンー

４９９
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神 権 大 会
Ｕ月 ８日 （土 ） 東 京 中 央 支 部 にて ， 神 権 大 会 か 開 か れ た。 伝 道， 系 図 ， ホ ー ム ・テ ィー チ ン グ の状 況 が 発 表 され ，

会 は そ れ らの活 動 を通 して 得 た強 い証 にみ ちて い た。 ビ ルス部 長 よ り新 しい伝 道 所 に つ いて の説 明 が な され た。

新伝道所 ，モル モン経，バ プテスマについて語る ビルス部 長 大 神 権 者 の 支 持

モ ル モ ン 経 を 配 付 し て 得 た 証 を 講 る 兄 弟 た ち

職 ＹＷ Ｍ Ｌへ １００年 祭 記 念 ダ ン ス パ ー テ ィー

１１月 １５日 三福 会館 に て盛 大 に開 かれ た、

Ｙ Ｗ Ｍ Ｉ Ａ 歴 代 役 員

５００



新伝道所開設 さる

岩 見 沢

ス テ ィ ブ ン ・ウ ッ ド ベ リ

シ ュ ー マ ン ・ア ン ダ ー ソ ン

苫 小 牧

リ チ ャ ー ド ・ ミ ュ ー ズ イ ッ ク

ゥ ィ リァ ム ・ ド ク シ イ

喜 び にみ ちて、 各

伝 道 所へ と旅 立 つ

宣教 師 た ち。

ス テ ィ ブ ン ・ラ ン ドル

キ ン ボ ー ル ・ハ ン ブ リ ィ ー

そ の 日， イエ ス ・キ リス トを啓示 す るため に彼 らの上 に注 が るる 「慰 め主」

の施 した も うによ りて この能 力 を授 け られ た る者 た ちの 口 よ り， あ らゆ る人

々 は己 が国語 と己が言葉 にて完全 な る福 音 を聞 か ん。 一 教義 と聖 約９０：１１「

塾 一
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